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「
会
員
の
推
進
力
が
活
性
化
の
原
動
力
」

第
26
回
全
国
支
部
懇
談
会
、
東
京
多
摩
支
部
で
開
催

髙
橋
重
之

第
２6
回
全
国
支
部
懇
談
会
が
₉
月

５
日
か
ら
６
日
、
東
京
多
摩
支
部
が
主

管
し
て
開
か
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
東

京
・
多
摩
市
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に

は
、
全
国
か
ら
１
７
２
人
の
会
員
が
集

ま
っ
た
。
今
回
、初
め
て
開
催
し
た「
支

部
活
性
化
会
員
集
会
」、「
支
部
報
編
集

者
会
議
」
で
、
支
部
活
性
化
へ
の
行
動

指
針
、
活
動
内
容
を
語
り
合
い
、
知
恵

を
出
し
合
っ
て
、
日
本
山
岳
会
の
将
来

を
考
え
た
。
議
論
は
尽
き
な
か
っ
た
。

懇
談
会
で
は
、
暑
か
っ
た
今
年
の
夏
を

振
り
返
り
、
ヤ
マ
の
話
に
花
を
さ
か
せ
、

親
睦
を
深
め
た
。

▪
支
部
活
性
化
会
員
集
会

初
め
て
の
試
み
、
提
言
相
次
ぐ

全
国
支
部
懇
談
会
は
、
１
９
８
２
年

に
開
催
し
た
第
１
回
集
会
か
ら
、
ほ
ぼ

例
外
な
く
２
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
、

初
日
は
観
光
地
を
散
策
し
た
り
、
講
演

会
を
催
し
た
り
し
て
い
た
。今
回
は
、そ

う
し
た
趣
向
を
変
え
「
支
部
活
性
化
会

員
集
会
」、「
支
部
報
編
集
者
会
議
」
を

開
催
し
た
。
日
本
山
岳
会
の
再
建
に
向

け
て
立
ち
上
げ
た
４
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
ひ
と
つ
、
支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
主
催
、
支
部
を
通
じ
て
全
国
か

ら
意
見
・
提
言
を
募
り
、
会
場
で
発
表

し
て
も
ら
っ
た
。

「
支
部
活
性
化
会
員
集
会
」
は
午
後
２

時
開
幕
。口
火
を
広
島
支
部
・
兼
森
志
郎

総
務
委
員
長
に
切
っ
て
も
ら
っ
た
。
全

国
で
最
も
活
発
に
活
動
し
て
い
る
支
部

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

「
第
１
ス
テ
ッ
プ
は
基
盤
づ
く
り
だ
っ

た
。
県
岳
連
な
ど
で
活
動
し
て
い
る
人

を
一
本
釣
り
し
て
体
制
を
整
え
た
。
第

２
ス
テ
ッ
プ
は
支
部
組
織
を
再
編
成
し

支
部
運
営
を
総
務
委
員
会
に
統
合
す
る

と
と
も
に
地
元
新
聞
社
主
催
の
文
化
セ

ン
タ
ー
に
講
師
を
派
遣
し
地
域
活
動
を

始
め
た
」
と
、
兼
森
さ
ん
は
話
し
た
。

登
山
講
座
は
７
年
目
を
迎
え
、
い
ま

で
は
、
初
級
、
中
級
な
ど
計
１０
ク
ラ
ス

に
増
え
3２
人
の
ス
タ
ッ
フ
が
活
躍
し
て

い
る
。
初
級
講
座
を
卒
業
す
る
と
支
部

友
会
員
に
、
中
級
講
座
は
正
会
員
に
推

薦
す
る
仕
組
み
。
現
在
、
１
１
２
人
の

支
部
会
員
の
う
ち
3２
人
は
卒
業
生
と
い

う
。今

年
、
第
３
ス
テ
ッ
プ
が
ス
タ
ー
ト

し
、
小
学
生
対
象
の
自
然
学
級
が
始
ま

っ
た
。
中
高
校
生
、
大
学
生
を
対
象
と

し
た
登
山
教
室
も
具
体
化
し
た
。
活
動

拠
点
と
し
て
、
設
立
１５
周
年
を
迎
え
る

１２
年
に
は
、
支
部
ル
ー
ム
を
取
得
し
開

設
す
る
計
画
だ
。

26
回
目
を
迎
え
た
支
部
懇
談
会
が
、
今
年
は
設
立
間
も
な
い
東
京
多
摩
支
部

の
主
催
で
開
催
さ
れ
た
。
₄
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ひ
と
つ「
支
部
活
性
化
」

を
い
か
に
実
現
し
て
い
く
か
の
命
題
の
も
と
、
支
部
活
性
化
会
員
集
会
と
支

部
報
編
集
者
会
議
が
も
た
れ
、
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
。
多
摩
支
部
、
会

報
編
集
委
員
会
の
髙
橋
委
員
に
報
告
し
て
も
ら
っ
た
。
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登
山
講
座
、
森
づ
く
り
、
分
水
嶺

８
人
の
ス
ピ
ー
カ
ー
が
後
に
続
い

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
支
部
活
性
化
に
向
け
、

独
自
の
意
見
・
提
言
を
披
露
し
た
。

江
花
俊
和
（
福
島
会
員
）　

講
演
会
、

講
習
会
等
を
東
京
だ
け
で
な
く
地
方
で

行
な
う
。
会
報
『
山
』
の
支
部
ペ
ー
ジ

を
増
や
し
、
他
支
部
の
行
事
に
も
参
加

で
き
る
よ
う
に
す
る
。「
県
境
踏
査
」を

行
な
う
。
山
小
屋
と
連
携
し
割
引
制
度

を
つ
く
れ
な
い
か
。

諏
訪
吉
春
（
千
葉
事
務
局
長
）　

現

状
認
識
は
①
山
行
参
加
メ
ン
バ
ー
が
固

定
化
、
②
支
部
運
営
へ
の
参
加
意
識
が

薄
い
、
③
会
員
同
士
の
横
の
つ
な
が
り

が
薄
い
な
ど
。
そ
こ
で
、
会
員
の
ニ
ー

ズ
を
改
め
て
把
握
、
山
行
を
多
様
化
す

る
。
交
流
の
場
を
増
や
す
た
め
沿
線
ご

と
に
３
～
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
る
。支

部
報
に
短
信
欄
を
設
け
原
稿
を
募
集
し
、

連
帯
を
図
る
な
ど
を
検
討
し
た
い
。

小
清
水
敏
昌（
東
京
多
摩
会
員
）
都

心
へ
の
交
通
は
発
達
し
て
い
る
が
、
中

核
拠
点
が
な
く
、
ひ
と
つ
の
会
場
に
集

ま
り
に
く
い
。
そ
こ
で
サ
テ
ラ
イ
ト
・

サ
ロ
ン
と
し
て
、
町
田
、
立
川
な
ど
６

カ
所
に
小
さ
な
拠
点
を
設
け
周
辺
の
会

員
が
集
ま
る
会
合
を
開
い
て
い
る
。
会

員
同
士
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、
情
報

の
共
有
化
を
図
る
役
割
も
大
き
い
。
今

後
と
も
活
用
し
て
い
き
た
い
。

早
田
道
治
（
岐
阜
支
部
長
）　

平
均

年
齢
が
７０
歳
を
超
え
高
齢
化
の
顕
著
な

支
部
と
な
っ
た
。
と
に
か
く
会
員
増
を

図
る
。「
日
本
山
岳
会
入
会
の
し
お
り
」

を
ス
ポ
ー
ツ
店
な
ど
に
置
い
て
も
ら
い
、

支
部
Ｐ
Ｒ
に
も
努
め
る
。
新
入
会
員
に

は
、
ど
こ
か
の
委
員
会
に
所
属
し
て
も

ら
い
運
営
に
参
加
し
て
い
た
だ
く
。
山

行
回
数
を
増
や
し
て
月
１
回
程
度
は
実

施
し
た
い
。

重
廣
恒
夫
（
関
西
支
部
長
）　

高
齢

化
・
会
員
減
が
続
い
て
い
る
。
四
国
分

水
嶺
踏
査
、
近
畿
分
水
嶺
踏
査
な
ど
を

実
施
し
て
き
た
が
、
来
春
か
ら
①
登
山

教
室
の
開
講
、
②
森
づ
く
り
、
③
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
を
行
な
い
た
い
。
登

山
教
室
は
月
１
回
、
３
年
か
け
て
「
地

図
と
コ
ン
パ
ス
の
使
い
方
」、「
沢
登
り
」、

「
積
雪
期
登
山
」
な
ど
グ
レ
ー
ド
ア
ッ

プ
し
て
い
く
。　

前
川
陽
（
石
川
事
務
局
長
）　

支
部

活
性
化
に
向
け
た
基
本
理
念
は
、
崇
高

な
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
精
神
の
も
と
①
活

動
は
す
べ
て
登
山
を
中
心
に
、
②
よ
り

高
く
よ
り
困
難
の
精
神
を
尊
重
し
な
が

ら
登
山
ス
キ
ル
・
体
力
の
向
上
、
学
術
・

文
化
へ
の
関
与
、
人
材
の
育
成
、
③
全

員
参
加
に
基
づ
く
登
山
活
動
の
実
践
で

あ
る
。
社
会
貢
献
の
一
環
と
し
て
「
ふ

る
さ
と
登
山
道
整
備
」の
名
の
も
と
、登

山
古
道
の
復
活
を
選
定
し
た
。　

工
藤
文
昭
（
熊
本
支
部
長
）　

登
山

教
室
を
実
施
し
新
会
員
を
得
た
。
今
年

か
ら
、登
山
研
修
を
年
３
回
実
施
し
、自

分
た
ち
で
登
山
者
を
育
て
る
。
本
部
に

は
入
会
金
・
会
費
の
改
善
、
国
内
情
報

に
配
慮
し
た
会
報『
山
』の
編
集
、『
新
日

本
山
岳
誌
』
の
地
区
別
発
行
、
全
国
支

部
の
定
例
山
行
に
参
加
で
き
る
情
報
交

換
シ
ス
テ
ム
の
確
立
な
ど
を
望
み
た
い
。

　

岡
本
眞
理
子（
宮
崎
副
支
部
長
）　

こ

の
８
年
で
支
部
会
員
は
１
０
９
人
か
ら

84
人
に
減
少
し
た
。
市
民
活
動
や
イ
ベ

ン
ト
な
ど
を
通
じ
外
部
に
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、
新
た
な
試
み
と

し
て
、
個
々
の
支
部
会
員
を
孤
立
さ
せ

な
い
情
報
提
供
、
意
識
向
上
の
た
め
自

由
な
グ
ル
ー
プ
登
山
を
始
め
た
。

会
員
ひ
と
り
ひ
と
り
の
活
性
化
を

会
員
集
会
に
は
１
０
０
人
近
く
が

参
加
し
た
。
意
見
交
換
の
あ
と
、
石
橋

正
美
・
支
部
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
が
座
長
と
な
っ
て
フ

活発な意見交換があった支部活性化会員集会

全国支部懇談会開催年・開催地
1 1982‥ 6/19-20 諏訪湖畔、諏訪ハイツ 総務委
2 1983‥ 5/21-22 日本平、鉄舟禅寺 総務委
3 1984‥ 6/16-17 三河ハイツ 総務委
- 1985‥ -
4 1986‥ 11/2-3 祖母山、高千穂荘 宮崎
5 1987‥ 10/31-11/1 比良、本願寺會館 京都
6 1988‥ 7/16-17 大雪・旭岳、旭川温泉 北海道
7 1989‥ 10/28-29 伯耆大仙、皆生温泉 山陰
8 1990‥ 10/13-14 蔵王、蔵王温泉 山形
9 1991‥ 9/28-29 立山高原ホテル 富山
10 1992‥ 10/31-11/1 英彦山、国民宿舎 福岡
11 1993‥ 10/23-24 瑞牆山、増富温泉 山梨
12 1994‥ 10/15-16 氷ノ山、ハチ高原 関西
- 1995‥ -
13 1996‥ 10/5-6 鳳来寺山、奥三河 東海
14 1997‥ 9/20-21 黒姫山、芝峠温泉 越後
15 1998‥ 9/19-20 男鹿三山、男鹿市門前 秋田
16 1999‥ 10/16-17 養老山、大垣市 岐阜
17 2000‥ 9/16-17 九重山、別府市 東九州
18 2001‥ 9/20-21 三方岩山、片山津温泉 石川
19 2002‥ 9/21-22 厳島、宮島駒ヶ林 廣島
20 2003‥ 9/13-14 十和田山、焼山温泉 青森
21 2004‥ 10/2-3 阿蘇高岳、熊本市 熊本
- 2005‥ 日本山岳会 100 周年
22 2006‥ 10//7-9 永平寺、あわら温泉 福井
23 2007‥ 10/6-7 源太ヶ岳、八幡平ハイツ 岩手
24 2008‥ 10/11-12 福知山、北九州市 北九州
25 2009‥ 10/25-26 磐梯山、リステル猪苗代 福島
26 2010‥ 9/5-6 高尾山、多摩センター 東京多摩
27 2011‥ 10/15-16 栗駒山 ( 計画中 ) 宮城
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リ
ー
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
な
っ

た
。支

部
活
性
化
と
は
、
い
っ
た
い
な
ん

だ
ろ
う
。
活
性
化
の
進
展
度
合
い
を
数

量
化
す
る
の
も
ひ
と
つ
の
考
え
だ
。
削

が
れ
る
原
因
は
、
高
齢
化
、
参
加
意
識
・

情
報
の
欠
如
な
ど
。
居
眠
り
会
員
が
多

い
。
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か―

―

。
委
員
会
活
動
を
活
発
に
行
な
う
こ

と
、
森
づ
く
り
も
活
性
化
に
つ
な
が
っ

て
い
る
。
と
に
か
く
会
員
に
参
画
し
て

も
ら
う
こ
と
だ
。
活
発
な
意
見
が
相
次

い
だ
。

石
橋
座
長
は
「
会
員
の
推
進
力
が
活

性
化
の
原
動
力
だ
。
一
人
ひ
と
り
の
活

性
化
が
全
体
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て

い
く
」
と
締
め
く
く
っ
た
。

▪
支
部
報
編
集
者
会
議

さ
ら
な
る
充
実
へ
、
情
報
交
換

｢

支
部
活
性
化
会
員
集
会
」
に
先
立
っ

て
「
支
部
報
編
集
者
会
議
」
が
開
か
れ

た
。
支
部
を
網
羅
し
た
規
模
で
「
編
集

者
会
議
」
と
名
の
つ
く
も
の
が
開
か
れ

た
の
は
初
め
て
で
あ
る
。
支
部
の
活
性

化
で
支
部
報
の
果
た
す
役
割
、
重
要
性

が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
と
い
う
認

識
が
、
遅
ま
き
な
が
ら
編
集
者
会
議
の

開
催
に
な
っ
た
。
支
部
報
を
ま
だ
発
行

し
た
こ
と
の
な
い
福
島
支
部
か
ら
も
逸

見
征
勝
会
員
が
参
加
し
て
、
前
向
き
に

取
り
組
む
と
意
欲
を
示
し
た
。

２０
人
規
模
で
部
屋
を
セ
ッ
ト
し
た

が
、
テ
ー
ブ
ル
席
は
す
ぐ
い
っ
ぱ
い
に

な
り
、
壁
際
に
十
数
席
の
い
す
を
並
べ

た
。
午
前
中
の
会
議
を
終
え
た
支
部
長

の
顔
も
数
人
見
え
た
。尾
上
昇
会
長
、神

崎
忠
男
副
会
長
が
、
情
報
交
換
、
取
り

組
み
へ
の
認
識
・
知
識
の
共
有
が
大
切

だ
と
、
会
議
の
意
義
を
強
調
し
た
。

あ
ら
か
じ
め
各
支
部
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
お
願
い
し
、
発
行
の
頻
度
や
部
数
、

内
容
、
ペ
ー
ジ
数
、
費
用
、
課
題
、
問

題
点
な
ど
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
。
１6

支
部
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
た
。
会
議

で
は
、回
答
資
料
を
補
足
し
な
が
ら
、現

状
説
明
や
問
題
点
が
提
起
さ
れ
た
。

発
言
の
ト
ッ
プ
バ
ッ
タ
ー
は
東
京

多
摩
支
部
。
２
月
に
２9
番
目
の
支
部
と

し
て
発
足
し
、
５
カ
月
後
に
第
１
号
の

『
た
ま
通
信
』
を
出
し
た
髙
橋
重
之
会

員
が
、
支
部
の
創
設
に
果
た
し
た
活
字

媒
体
＝
資
料
作
り
、
連
絡
網
、
号
外
発

行
な
ど
の
重
要
性
を
強
調
し
な
が
ら
経

緯
、
経
験
を
説
明
し
、
当
面
は
「
各
支

部
報
の
内
容
な
ど
も
参
考
に
、
支
部
の

動
き
を
伝
達
す
る
情
報
紙
に
徹
し
て
い

く
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
の
連
携
も
重
視

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

つ
づ
い
て
広
島
、関
西
、北
九
州
、東

海
、
越
後
、
青
森
…
…
と
席
次
順
に
２4

支
部
の
代
表
が
発
言
し
た
。
共
通
の
悩

み
は
、
発
行
費
用
、
編
集
ス
タ
ッ
フ
の

負
担
増
、
後
継
者
の
育
成
問
題
、
寄
稿

者
の
偏
り
と
紙
面
の
マ
ン
ネ
リ
化
な
ど
。

会
員
読
者
か
ら
の
反
応
、
打
ち
返
し

が
少
な
く
、「
読
ん
で
も
ら
っ
て
い
る

か
ど
う
か
手
応
え
が
な
い
の
が
さ
び
し

い｣

と
い
う
ぼ
や
き
も
聞
か
れ
た
。

「
本
部
や
ほ
か
の
支
部
と
の
情
報
交
換

を
強
化
し
、
企
画
を
充
実
さ
せ
た
り
イ

ベ
ン
ト
の
参
加
者
を
増
や
す
な
ど
に
役

立
て
た
い
」「
会
報
『
山
』
に
支
部
発
の

情
報
や
原
稿
を
載
せ
る
ス
ペ
ー
ス
を
も

っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
提
案

や
要
望
が
出
さ
れ
た
。

予
定
の
１
時
間
が
あ
っ
と
い
う
間

に
過
ぎ
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
支
部
独
自
の
ネ
ッ
ト
展
開
、
支
部
相

互
の
連
携
作
業
な
ど
に
つ
い
て
も
っ
と

話
し
合
い
た
か
っ
た
。
議
論
も
し
た
か

っ
た
。
支
部
報
を
通
じ
て
支
部
活
性
化

を
図
る
。
来
年
も
編
集
者
会
議
を
持
ち

た
い
と
い
う
声
が
多
く
の
参
加
者
か
ら

聞
か
れ
た
。

▪
懇
親
会

勇
壮
な
多
摩
太
鼓
、
参
加
１
５
０
人

和
太
鼓
の
響
き
、
そ
れ
が
合
図
だ
っ

た
。
懇
親
会
は
午
後
６
時
半
ス
タ
ー
ト
。

和
太
鼓
は
地
元
多
摩
市
を
中
心
に
活
動

し
て
い
る
「
多
摩
太
鼓
」
の
メ
ン
バ
ー

に
よ
る
も
の
で
、
猛
暑
を
吹
き
飛
ば
す

響
き
だ
。

会
場
に
並
べ
ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
に

は
年
次
晩
餐
会
と
同
じ
よ
う
に
、
山
名

が
掲
示
し
て
あ
っ
た
。「
雲
取
山
」、「
高

尾
山
」、「
陣
馬
山
」
な
ど
の
多
摩
の

山
々
。
坂
本
正
智
・
支
部
集
会
委
員
長

の
司
会
で
始
ま
っ
た
。

竹
中
彰
・
支
部
長
が
「
多
摩
支
部
は

本
年
２
月
に
発
足
し
た
。
活
性
化
の
起

爆
剤
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
。
ご
支
援
を

お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
続
い

て
尾
上
会
長
が
「
発
足
ま
も
な
い
多
摩

支
部
に
全
国
支
部
懇
談
会
を
開
催
し
て

も
ら
い
感
謝
し
て
い
る
。
年
次
晩
餐
会

と
同
じ
、
全
国
の
会
員
が
一
堂
に
集
ま

全員が腕を組んで、 懇親会での合唱
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る
。
こ
う
し
た
催
し
は
本
部
と
し
て
も

大
い
に
注
目
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い

さ
つ
。
乾
杯
は
9１
歳
、
最
長
老
で
あ
る

広
島
の
本
片
山
数
雄
会
員
の
音
頭
で
行

な
っ
た
。

約
１
５
０
人
が
参
加
し
た
。
久
し
ぶ

り
に
再
会
し
た
仲
間
と
の
会
話
、
最
近

登
っ
た
山
の
話
な
ど
、
楽
し
い
雰
囲
気

で
盛
り
上
が
っ
た
。
今
年
は
、
こ
と
の

ほ
か
暑
い
夏
だ
っ
た
だ
け
に
、「
暑
か

っ
た
ね
」
と
い
う
の
が
会
話
の
始
ま
り

と
な
っ
た
。
支
部
か
ら
い
た
だ
い
た
日

本
酒
、
焼
酎
、
ワ
イ
ン
が
花
を
そ
え
た
。

松
田
雄
一
、
中
村
純
二
、
宮
下
秀
樹

ら
名
誉
会
員
を
来
賓
と
し
て
お
招
き
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
に
全
国
支
部
懇
談
会
の

盛
会
を
祝
っ
て
い
た
だ
い
た
。
ネ
パ
ー

ル
山
岳
協
会
副
会
長
で
あ
る
ブ
ミ
・
ラ

イ
・
ラ
マ
さ
ん
が
ネ
パ
ー
ル
か
ら
駆
け

つ
け
て
く
れ
た
。「
ナ
マ
ス
テ
ー
」と
あ

い
さ
つ
、
懇
親
会
に
参
加
で
き
た
こ
と

を
感
謝
し
「
多
摩
は
ア
ジ
ア
山
岳
連
盟

の
発
祥
の
地
。
忘
れ
て
い
な
い
」
な
ど

と
語
っ
た
。
も
う
ひ
と
り
、
サ
ン
タ
・

ラ
マ
さ
ん
は
東
京
多
摩
支
部
の
会
員
と

な
っ
た
。
余
興
と
し
て
、
青
森
支
部
会

員
が
踊
り
を
披
露
し
た
。

年
次
晩
餐
会
に
な
ぞ
ら
え
て
、
支
部

の
紹
介
が
始
ま
っ
た
。
北
海
道
か
ら
宮

崎
ま
で
。
こ
と
し
は
、
新
た
に
東
京
多

摩
支
部
、
埼
玉
支
部
が
加
わ
っ
た
。
紹

介
さ
れ
た
支
部
会
員
が
手
を
振
っ
て
応

え
、
歓
迎
の
拍
手
に
包
ま
れ
た
。
次
回

の
全
国
支
部
懇
談
会
は
宮
城
で
開
催
さ

れ
る
。
高
橋
二
義
支
部
長
は
「
来
年
１０

月
に
栗
駒
山
を
予
定
し
て
い
る
。
多
く

の
参
加
を
」
と
呼
び
か
け
た
。

お
開
き
の
時
間
が
迫
っ
て
き
た
。
神

崎
副
会
長
が
壇
上
に
上
が
っ
た
。
参
加

者
全
員
で
山
の
歌
を
歌
う
と
い
う
。
歌

詞
カ
ー
ド
が
配
ら
れ
た
。
最
初
は
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
賛
歌―

北
壁
隊
の
『
み
ん

な
が
頂
上
に
い
た
』と
い
う
歌
。『
北
国

の
春
』
の
替
え
歌
で
、
日
本
山
岳
会
が

１
９
８
０
年
、
チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
に
北
東

稜
、
次
い
で
北
壁
か
ら
登
頂
し
た
と
き

に
歌
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。
今
年
は
登

頂
3０
周
年
に
あ
た
る
。

や
が
て
全
員
が
腕
を
組
み
会
場
内

が
一
つ
の
輪
に
な
っ
た
。『
今
日
の
日

は
さ
よ
う
な
ら
』
を
合
唱
し
終
わ
っ
た
。

ど
の
顔
も
満
足
そ
う
だ
っ
た
。
山
の
歌

を
歌
う
機
会
が
少
な
い
な
か
、
忘
れ
ら

れ
な
い
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う
。

酒
井
省
二
実
行
委
員
長
の
お
礼
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
午
後
９
時
に
終
了
。

二
次
会
も
用
意
さ
れ
て
い
た
。
約
3０
人

の
会
員
が
集
ま
っ
た
。合
唱
が
続
き
、ネ

パ
ー
ル
民
謡
『
レ
ッ
サ
ム　

ピ
リ
リ
』

で
踊
り
、
さ
ら
に
盛
り
上
が
っ
た
。

▪
記
念
山
行

高
尾
山
な
ど
３
つ
に
分
か
れ
実
施

翌
日
の
記
念
山
行
は
、
フ
ラ
ン
ス
の

ミ
シ
ェ
ラ
ン
・
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
三
つ

星
に
設
定
さ
れ
、
人
気
が
高
い
「
高
尾

山
」
を
中
心
に
、「
高
尾
の
森
づ
く
り
」、

「
多
摩
・
武
蔵
野
御
陵
散
策
」
の
３
カ

所
で
行
な
っ
た
。

高
尾
山
に
は
64
人
が
参
加
し
た
。
午

前
９
時
前
、京
王
高
尾
山
口
に
集
合
。軽

く
体
操
を
し
、
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
三
々
五
々
出
発
し
た
。
登
り
の

ル
ー
ト
は
稲
荷
山
コ
ー
ス
で
、
木
陰
の

な
か
の
尾
根
道
で
あ
る
。
ほ
ど
よ
く
直

射
日
光
が
遮
ら
れ
、涼
風
も
吹
く
。真
夏

の
登
山
と
し
て
は
予
想
よ
り
も
楽
な
の

だ
が
、
猛
暑
の
続
く
今
夏
の
登
山
。
ど

っ
と
吹
き
出
る
汗
を
拭
き
な
が
ら
の
歩

き
と
な
っ
た
。

お
し
ゃ
べ
り
を
し
な
が
ら
、
あ
る
い

は
博
識
の
会
員
に
よ
る
植
物
等
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
１１
時
ご
ろ
に
は
全
員

頂
上
に
集
合
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
帰

路
は
沢
筋
を
下
る
６
号
路
を
と
っ
た
。

午
後
１
時
過
ぎ
に
は
高
尾
山
口
に
到
着

し
、
無
事
解
散
。
解
散
後
の
生
ビ
ー
ル

が
、
健
康
で
あ
る
こ
と
の
喜
び
を
実
感

さ
せ
る
山
行
だ
っ
た
。

（
共
同
執
筆=

小
清
水
敏
昌
、成
川
隆
顕
、

野
崎
裕
美
、
写
真=

澤
登
均
）

植物などの説明を聞きながら登った高尾山山頂
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カ
ル
チ
ャ
ー

加
賀
正
太
郎
と
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登
山四

手
井
靖
彦

　

ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
（
４
１
５
８
㍍
）
は

ア
ル
プ
ス
を
代
表
す
る
山
の
一
つ
で
、

日
本
人
登
山
者
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

だ
が
、
日
本
人
で
最
初
に
こ
の
山
に
登

っ
た
の
が
関
西
の
実
業
家
、
加
賀
正
太

郎
（
１
８
８
８
～
１
９
５
４
年
）
で

あ
る
こ
と
を
知
る
人
は
少
な
い
の
で
は

な
い
か
。
寡
聞
に
し
て
筆
者
も
そ
の
例

に
も
れ
ず
、
こ
の
ほ
ど
京
都
・
大
山
崎

の
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
大
山
崎
山
荘
美
術
館

で
開
か
れ
た
「
名
品
展
２
０
１
０―

―

加
賀
正
太
郎
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
登
頂

１
０
０
周
年
に
よ
せ
て
」
を
見
て
、
初

め
て
そ
の
こ
と
を
知
っ
た
。

　

加
賀
は
大
阪
船
場
に
生
ま
れ
た
。
幼

少
の
こ
ろ
か
ら
蝶
や
植
物
の
採
集
が
好

き
で
山
に
親
し
ん
だ
と
い
う
。
１
９
１‥

０
年
、
２２
歳
の
東
京
高
商
生
だ
っ
た
と

き
、
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
に
挑
ん
で
頂
上
に

足
跡
を
記
し
た
。
１
９
０
８
年
、
設
立

間
も
な
い
日
本
山
岳
会
に
入
会
（
会
員

番
号
１
５
１
）
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

は
、
す
で
に
日
本
の
登
山
界
で
は
か
な

り
知
名
人
だ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
年

代
的
に
は
、
発
起
人
の
小
島
烏
水
ら
と

同
年
代
で
、
中
村
清
太
郎
と
は
、
同
時

期
入
会
と
い
う
。
そ
の
こ
ろ
京
都
に
、

田
中
喜
左
衛
門
と
い
う
人
が
い
て
、
ガ

イ
ド
を
伴
っ
て
日
本
ア
ル
プ
ス
を
跋
渉

し
て
い
る
。
登
山
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
起

こ
っ
た
一
種
の
貴
族
趣
味
で
あ
っ
た
が
、

日
本
に
導
入
さ
れ
た
こ
ろ
、
ま
ず
加
賀

や
田
中
と
い
っ
た
素
封
家
に
受
け
入
れ

ら
れ
た
こ
と
は
、
登
山
史
と
し
て
興
味

あ
る
事
実
で
あ
る
。

　

加
賀
は
ロ
ン
ド
ン
の
日
英
博
覧
会
を

訪
れ
る
途
上
ス
イ
ス
へ
立
ち
寄
り
、
8

月
２4
日
午
前
9
時
4５
分
、
ガ
イ
ド
2
人

を
伴
っ
て
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ
の
山
頂
に
立

っ
た
。『
山
岳
』第
六
年‥

（
１
９
１
１
）

に
「
欧
州
ア
ル
プ
ス
越
へ
」
と
題
し
た

投
稿
の
中
で
、
そ
の
と
き
の
情
景
を
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
空
は
あ
く
ま
で
晴
れ
て
い
る
。
瑞
西

の
名
山
悉
く
双
眸
の
中
に
入
る
。
南
面

す
れ
ば
足
下
に
起
き
るG

rosser‥
A
lesschglesscher

は
蜑
々
と
一
大
弧

を
描
い
て
、E

ggishorn

に
至
っ
て
其

末
を
没
し
て
い
る
（
長
さ
実
に
五
十
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
瑞
西
に
於
い
て
最
も
大
き

な
グ
レ
エ
シ
ャ
で
あ
る
）。
数
里
に
亘

っ
て
之
を
挟
む
両
側
の
諸
碓
峰
の
中
に

F
insterhorn

は
そ
の
左
側
の
中
程
に

一
頭
地
を
抜
い
て
白
頭
を
も
た
げ
て
い

る
。
遠
く
眼
を
放
て
ばM

atterhorn

はW
eisshorn

の
蔭
に
か
く
れ
て
僅
か

に
其
特
徴
の
あ
る
頭
を
か
し
げ
て
い
る
。

其
左
にK

l.M
atter-horn

を
お
い
て

M
ont‥R

osa

、
右
に
はG

r.C
om

bin

獨

り
其
右
稍
離
れ
てM

ont‥B
lanc

は
遥

に
雲
の
上
に
頭
を
現
し
て
い
る
。」（
現

代
用
語
、
用
字
に
改
変
）

　

加
賀
は
こ
の
と
き
泊
ま
っ
た
山
小
屋

「
ク
ラ
ブ
ハ
ッ
ト
」
で
、ウ
ォ
ル
タ
ー
・

ウ
ェ
ス
ト
ン
の
１
８
０
１
年
の
自
筆
の

宿
泊
記
録
を
発
見
し
て
い
る
。
ウ
ェ
ス

ト
ン
は
い
ま
で
は
文
献
で
し
か
知
り
え

ぬ
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
が
、
加
賀
ら

は
同
じ
時
代
を
共
有
し
て
い
た
。

　

加
賀
は
１
９
５
４
年
、
喉
頭
が
ん
で

没
し
た
。
享
年
66
。
日
本
山
岳
会
設
立

発
起
人
の
一
人
、高
野
鷹
蔵
は
『
山
岳
』

第
五
十
二
年
（
１
９
５
７
）
に
次
の
よ

う
な
追
悼
文
を
書
い
た
。

「
加
賀
君
の
ア
ル
プ
ス
行
が
後
年
の
辻

村
、
近
藤
君
の
ア
ル
プ
ス
旅
行
の
刺
激

と
な
り
、
端
緒
と
な
っ
た
こ
と
は
当
然

で
あ
り
、
更
に
槇
君
、
松
方
君
等
々
の

後
続
部
隊
が
出
た
の
で
、
加
賀
君
の
ア

ル
プ
ス
登
り
は
日
本
山
岳
会
同
人
の
ア

ル
プ
ス
行
の
淵
源
と
も
い
え
る
」

　

展
覧
会
に
は
加
賀
が
ユ
ン
グ
フ
ラ
ウ

登
頂
に
使
用
し
た
ピ
ッ
ケ
ル
、
ザ
ッ
ク
、

ザ
イ
ル
、
帽
子
、
氷
河
ス
ト
ッ
ク
、
登

山
靴
、
登
山
服
、
外
套
な
ど(

い
ず
れ

も
大
町
山
岳
博
物
館
蔵)

が
展
示
さ
れ

た
。

　

ち
な
み
に
、
加
賀
が
テ
ム
ズ
川
を
見

下
ろ
す
ウ
イ
ン
ザ
ー
城
に
見
立
て
て
設

計
し
て
建
て
た
イ
ギ
リ
ス
・
チ
ュ
ー
ダ

ー
様
式
の
別
荘
・
大
山
崎
山
荘
は
、
木

津
川
、
宇
治
川
、
桂
川
の
三
川
合
流
地

点
を
見
下
ろ
す
天
王
山
の
中
腹
に
あ
る
。

加
賀
は
こ
こ
で
好
き
な
洋
ラ
ン
の
栽
培

を
し
た
と
い
う
。
現
在
は
常
設
の
美
術

館
に
な
っ
て
お
り
、
庭
園
と
と
も
に
京

都
近
郊
の
名
所
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。

１9１０ 年　ユングフラウに初登頂した加賀正太郎 © 加賀高之
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山
に
新
し
い
風
が
吹
い
て
い
る
。
カ

ラ
フ
ル
な
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
で
山
を
楽
し

む
「
山
ガ
ー
ル
」
達
の
運
ん
で
き
た
風

で
あ
る
。
多
く
の
若
者
が
集
ま
る
と
聞

い
て
、８
月
末
に
涸
沢
で
開
か
れ
た「
涸

沢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
出
か
け
て
み

た
。
そ
こ
で
見
た
の
は
、
オ
ー
ル
ド
ア

ル
ピ
ニ
ス
ト
の
常
識
が
通
用
し
な
い
世

界
で
あ
る
。
新
鮮
な
感
性
を
持
っ
て
若

者
達
が
山
に
や
っ
て
来
て
い
る
。
確
実

に
、「
登
山
」
と
い
う
舞
台
に
新
潮
流

が
生
ま
れ
て
い
る
。

若
い
女
性
が
山
に
進
出

「
涸
沢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
山
と
溪

谷
社
が
主
催
。
登
山
初
心
者
の
若
者
に

山
の
素
晴
ら
し
さ
を
体
験
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
ス
タ
ー
ト
し
た
イ
ベ
ン

ト
だ
。
日
本
で
初
の
山
岳
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
に
、
ど
れ
く
ら
い
の
人
が
来
て
く

れ
る
の
か
と
い
う
不
安
は
１
回
目
で
解

消
し
た
と
い
う
。
約
３
０
０
人
が
涸
沢

に
や
っ
て
き
た
。
参
加
者
は
毎
年
増
え
、

３
回
目
の
今
年
は
１
０
０
０
人
以
上
と

初
回
の
３
倍
を
超
え
た
。

強
烈
な
印
象
を
受
け
た
の
は
、
圧
倒

的
な
若
い
女
性
達
の
存
在
感
で
あ
る
。

参
加
し
た
若
者
の
６
割
が
女
性
で
占
め

ら
れ
た
。
し
か
も
目
を
奪
わ
れ
た
の
は

彼
女
た
ち
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
。
鮮
や

か
な
彩
り
の
帽
子
と
シ
ャ
ツ
を
着
こ
な

し
、
半
ズ
ボ
ン
や
膝
ま
で
の
ス
カ
ー
ト

に
タ
イ
ツ
の
組
み
合
わ
せ
が
と
て
も
可

愛
ら
し
く
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
だ
。

山
に
新
風
を
吹
き
込
む
彼
女
た
ち

に
与
え
ら
れ
た
名
前
は
「
山
ガ
ー
ル
」

で
あ
る
。
森
に
出
か
け
る
よ
う
な
格
好

で
街
を
歩
く
若
い
女
性
を
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
誌
が
「
森
ガ
ー
ル
」
と
呼
ん
だ
。
そ

こ
か
ら
き
た
の
だ
ろ
う
。
山
ガ
ー
ル
の

中
心
層
は
3０
代
を
中
核
に
２０
代
か
ら
4０

代
。
な
に
よ
り
も
自
分
な
り
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
に
こ
だ
わ
る
。
そ
し
て
大
胆
に

カ
ラ
フ
ル
。
イ
ヤ
リ
ン
グ
や
ネ
ッ
ク
レ

ス
を
さ
り
げ
な
く
し
て
い
る
人
も
い
る
。

だ
が
、
山
ガ
ー
ル
が
森
ガ
ー
ル
と
違

う
の
は
、
そ
の
行
動
力
だ
。
山
ス
タ
イ

ル
で
街
に
出
る
の
で
は
な
い
。
実
際
に

山
に
や
っ
て
く
る
。
標
高
２
３
０
０
㍍

の
涸
沢
は
日
本
最
大
の
圏
谷
。
見
上
げ

れ
ば
３
０
０
０
㍍
の
穂
高
連
山
の
岩
壁

が
そ
そ
り
立
つ
。
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
を
象

徴
す
る
と
こ
ろ
だ
。
上
高
地
か
ら
約
６

時
間
を
か
け
て
登
っ
て
こ
な
け
れ
ば
、

到
達
で
き
な
い
。
山
ガ
ー
ル
達
は
そ
れ

も
い
と
わ
ず
ザ
ッ
ク
を
背
負
っ
て
山
道

を
歩
い
て
く
る
。

イ
ベ
ン
ト
仕
掛
け
人
の
ひ
と
り
、

『
山
と
溪
谷
』
編
集
部
の
大
畑
貴
美
子

さ
ん
は
、
発
想
の
き
っ
か
け
は
野
外
音

楽
フ
ェ
ス
だ
っ
た
と
い
う
。
屋
外
に
テ

ン
ト
を
張
っ
て
気
ま
ま
に
音
楽
や
野
外

生
活
を
楽
し
む
若
者
、
特
に
女
性
が
増

え
て
き
た
。
ア
ウ
ト
ド
ア
、
自
然
の
中

に
女
性
の
進
出
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ

て
い
る
と
気
が
つ
い
た
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ

が
流
行
り
、
ヨ
ガ
が
人
気
を
集
め
る
。

体
を
動
か
す
快
感
を
覚
え
た
女
性
は
山

を
歩
き
出
し
た
。
そ
ん
な
女
性
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
に
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
と
考
え
た

の
が
、
涸
沢
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
だ
。

だ
が
、
な
ぜ
、
い
ま
女
性
が
山
に
目

を
向
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
生
き

方
を
考
え
る
年
ご
ろ
の
女
性
、
経
済
的

に
も
精
神
的
に
も
自
立
し
た
女
性
が
山

に
入
っ
て
き
て
い
る
。
日
常
の
ス
ト
レ

ス
を
離
れ
、
山
に
挑
戦
し
て
、
も
う
一

歩
き
つ
い
と
こ
ろ
へ
踏
み
出
し
て
達
成

感
を
得
る
。
そ
れ
に
登
山
は
１
人
で
も

で
き
る
し
、
グ
ル
ー
プ
で
ワ
イ
ワ
イ
や

る
の
も
い
い
。
山
に
は
、
た
だ
の
ス
ポ

ー
ツ
で
は
な
い
文
化
的
、
哲
学
的
な
雰

囲
気
も
あ
る
」。
そ
う
い
う
も
の
が
一

体
と
な
っ
て
、
女
性
達
を
山
に
惹
き
つ

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
大
畑
さ

ん
は
分
析
す
る
。

自
由
な
感
覚
で
山
を
楽
し
む

山
ガ
ー
ル
の
も
う
ひ
と
つ
の
特
徴

は
ブ
ラ
ン
ド
志
向
だ
。
最
初
に
人
気
を

集
め
た
の
が
富
士
山
。
ど
う
せ
登
る
な

ら
、
日
本
一
の
山
に
挑
ん
で
み
よ
う
。

若
い
女
性
達
が
行
っ
て
み
た
い
、
登
っ

て
み
た
い
と
思
う
人
気
ス
ポ
ッ
ト
は
、

屋
久
島
、
熊
野
古
道
、
槍
ヶ
岳
。
ど
れ

ト
レ
ン
ド

山
ガ
ー
ル
が
新
し
い
風―

―

新
感
覚
の
登

山
時
代
の
幕
開
け
か

米
倉
久
邦

若い人たちで大にぎわいの涸沢フェスティバル
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も
有
名
で
一
流
ブ
ラ
ン
ド
の
山
や
地
域

で
あ
る
。
中
高
年
が
好
む
鄙ひ

な

び
た
静
か

な
山
は
人
気
が
な
い
。

山
の
楽
し
み
方
も
い
ま
ま
で
と
は

違
う
。
好
天
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
山
頂
を

目
指
す
の
が
普
通
だ
が
、
涸
沢
で
出
会

っ
た
山
ガ
ー
ル
は
自
由
に
、
思
い
の
ま

ま
に
過
ご
し
て
い
た
。
テ
ン
ト
で
の
ん

び
り
お
茶
を
す
る
グ
ル
ー
プ
が
い
る
。

ロ
ッ
ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
体
験
教
室
に

参
加
、「
初
め
て
な
の
。
恐
い
け
ど
お

も
し
ろ
い
」
と
笑
顔
が
は
じ
け
る
。
彼

女
達
に
と
っ
て
は
、
山
頂
を
踏
む
だ
け

が
、
登
山
で
は
な
い
。

大
阪
か
ら
来
た
33
歳
の
女
性
は
「
テ

ン
ト
生
活
は
初
め
て
よ
。
こ
こ
で
飲
む

ビ
ー
ル
は
最
高
。
な
ん
で
山
に
来
る
の

か
な
。
達
成
感
か
な
。
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ

も
始
め
た
し
、
ま
た
、
紅
葉
を
見
に
来

よ
う
と
思
っ
て
る
」。
テ
ン
ト
を
背
負

っ
て
単
独
行
だ
。
川
崎
市
か
ら
と
い
う

２4
歳
は
「
オ
シ
ャ
レ
か
ら
山
に
入
っ
た

の
。
こ
ん
な
派
手
な
格
好
は
町
で
は
出

来
な
い
わ
。
山
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と

思
っ
て
た
け
ど
、
一
度
来
て
み
た
ら
気

持
ち
が
よ
く
て
は
ま
っ
て
し
ま
っ
た
」

と
屈
託
が
な
い
。
カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ

イ
ト
の
決
ま
っ
た
２
人
連
れ
は
「
山
は

ほ
と
ん
ど
初
心
者
よ
。
い
ま
、
山
が
流

行
り
と
い
う
の
で
の
っ
て
み
ま
し
た
」

と
あ
っ
け
ら
か
ん
と
し
て
言
う
。

見
逃
し
て
は
い
け
な
い
の
が
「
山
ガ

ー
ル
現
象
」
を
生
み
出
し
た
社
会
環
境

の
変
化
で
あ
る
。
登
山
用
具
店
を
の
ぞ

い
て
み
れ
ば
、
時
代
の
変
わ
り
よ
う
は

一
目
瞭
然
だ
。
赤
、
黄
、
青
、
緑
、
黒

と
色
合
い
も
豊
富
、
デ
ザ
イ
ン
に
も
工

夫
を
凝
ら
し
た
雨
具
や
ヤ
ッ
ケ
が
女
性

客
を
待
っ
て
い
る
。
ま
ず
は
オ
シ
ャ
レ

の
セ
ン
ス
が
大
事
だ
。
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
い
。
雨
に
強
く
、
汗
を
す
ぐ

に
乾
か
し
、
暖
か
い
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

性
と
機
能
性
を
兼
ね
備
え
た
衣
料
の
開

発
が
科
学
の
力
で
可
能
に
な
っ
た
。
し

か
も
コ
ン
パ
ク
ト
で
超
軽
量
だ
。

な
か
で
も
び
っ
く
り
す
る
の
は
、
ズ

ラ
リ
と
並
ん
だ
山
用
の
ス
カ
ー
ト
だ
。

「
ス
カ
ー
ト
で
山
に
来
る
な
ん
て
」
と

眉
を
ひ
そ
め
る
よ
う
で
は
、
か
な
り
遅

れ
て
い
る
と
思
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

山
に
ス
カ
ー
ト
姿
が
、
い
ま
や
当
た
り

前
の
こ
と
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

ア
ウ
ト
ド
ア
ス
タ
イ
ル
ク
リ
エ
ー

タ
ー
の
四
角
友
里
さ
ん
は
「
ス
カ
ー
ト

で
山
に
来
る
と
、
億
劫
だ
っ
た
着
替
え

も
ト
イ
レ
も
と
っ
て
も
楽
。
そ
れ
に
可

愛
い
し
歩
き
や
す
い
」。
山
ス
カ
ー
ト

が
広
ま
る
と
、
な
ん
と
な
く
山
を
敬
遠

し
て
い
た
女
性
も
山
歩
き
に
抵
抗
感
が

な
く
な
り
、
山
に
来
る
よ
う
に
な
る
と

い
う
。
登
山
者
の
裾
野
が
広
が
る
。「
女

の
人
が
山
に
来
る
っ
て
、
嬉
し
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」。
山
ス
カ
ー
ト
の
伝
道

師
は
、
い
い
笑
顔
を
み
せ
て
く
れ
た
。

　

涸
沢
で
出
会
っ
た
山
ガ
ー
ル
は
ダ
ウ

ン
の
ス
カ
ー
ト
が
お
似
合
い
。「
初
め

て
着
た
時
に
は
、
ち
ょ
っ
と
勇
気
が
い

っ
た
け
ど
、
歩
い
て
も
ツ
ッ
パ
リ
感
が

な
い
し
、
ベ
タ
つ
か
な
い
の
が
と
て
も

い
い
わ
」
と
す
っ
か
り
お
気
に
入
り
の

よ
う
だ
っ
た
。

衣
料
品
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
な
登

山
用
具
の
進
化
も
著
し
い
。
性
能
が
格

段
に
ア
ッ
プ
し
て
い
る
う
え
に
、
驚
く

ほ
ど
軽
く
な
っ
て
い
る
。
最
新
の
調
理

用
ガ
ス
コ
ン
ロ
は
な
ん
と
重
さ
１
５
０

㌘
で
あ
る
。
１
～
２
人
用
の
小
さ
な
テ

ン
ト
な
ら
一
式
で
重
さ
１
㌔
に
も
な
ら

な
い
も
の
が
売
ら
れ
て
い
る
。

案
外
に
か
さ
ば
っ
て
重
い
の
が
食

料
だ
っ
た
。
だ
が
、
い
ま
ど
き
の
乾
燥

食
品
は
す
ご
い
。
種
類
も
豊
富
で
、
味

も
い
い
。
お
湯
を
入
れ
て
、
お
し
ゃ
べ

り
し
て
い
る
う
ち
に
調
理
が
済
ん
で
し

ま
う
優
れ
も
の
ば
か
り
だ
。

各
メ
ー
カ
ー
は
便
利
で
使
い
勝
手

が
よ
く
し
か
も
超
軽
量
の
登
山
用
具
や

食
品
の
開
発
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
る
。

テ
ン
ト
泊
の
山
行
は
荷
物
が
重
く
て
、

と
い
う
の
は
昔
の
話
で
あ
る
。
最
新
の

装
備
で
ま
と
め
れ
ば
、
ザ
ッ
ク
の
負
担

が
グ
ッ
と
軽
く
な
っ
て
い
る
。
涸
沢
ま

で
テ
ン
ト
と
食
料
を
担
い
で
登
っ
て
く

る
の
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
変
で
は
な
い
。

若
者
を
山
に
誘
う
世
の
中
の
ム
ー

ド
も
忘
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
剱

岳
登
頂
を
描
い
た
映
画
『
劔
岳　

点
の

記
』
の
大
ヒ
ッ
ト
は
記
憶
に
新
し
い
。

コ
ミ
ッ
ク
で
は
、
山
岳
レ
ス
キ
ュ
ー
を

テ
ー
マ
に
し
た
『
岳
』
が
若
者
達
に
大

人
気
で
、
す
で
に
映
画
化
が
決
ま
っ
て

い
る
。
社
会
の
山
へ
の
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
と
感
じ
る
の
は
、
私
１
人
で
は

あ
る
ま
い
。

涸
沢
に
は
山
ガ
ー
ル
に
つ
ら
れ
て
、

山
ボ
ー
イ
も
増
え
て
い
た
。
闊
達
に
山

を
楽
し
む
ニ
ュ
ー
ス
タ
イ
ル
の
登
山
の

時
代
が
、
確
実
に
幕
を
開
け
つ
つ
あ
る

と
実
感
し
た
。

ファッション性を重視した ｢山ガール｣ の登頂
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日
本
登
山
隊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に
深

く
関
わ
ら
れ
た
竹
節
作
太
氏
（
１
９
０

６
～
１
９
８
８
）
が
採
取
し
、
遺
さ

れ
た
石
の
標
本
が
、
こ
の
た
び
当
館
・

奇
石
博
物
館
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
日

本
登
山
史
に
お
い
て
も
貴
重
な
も
の
で

あ
り
、
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

竹
節
氏
の
名
前
か
ら
ま
ず
思
い
浮
か

べ
る
の
は
、
日
本
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の

端
緒
を
切
り
拓
い
た
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
遠

征
で
し
ょ
う
か
。

　

竹
節
氏
は
１
９
０
６
（
明
治
39
）
年
、

長
野
県
下
高
井
郡
山
ノ
内
町
に
生
ま
れ

ま
し
た
。
１
９
２
８
年
に
は
、
日
本
人

が
初
め
て
出
場
し
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
（
ス
イ
ス
・
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ
大
会
）

に
、
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
種
目
の
選

手
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
１
９
３
６
（
昭
和
１１
）
年
、

毎
日
新
聞
社
の
特
派
員
と
し
て
、
立
教

大
学
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
登
山
隊
（
堀
田
弥

一
隊
長
）
に
参
加
。
ガ
ル
ワ
ー
ル
・
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
（
６
８
６
７

㍍
）
へ
、
初
登
頂
の
壮
挙
を
果
た
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
戦
争
の
時
代
を
経
て
、

１
９
５
２（
昭
和
２７
）年
に
は
、
マ
ナ
ス

ル
踏
査
隊
に
参
加
。
こ
れ
を
受
け
、
翌

５3（
昭
和
２8
）年
に
、
第
一
次
マ
ナ
ス
ル

登
山
隊
に
、
さ
ら
に
５4（
昭
和
２9
）年
に

は
、
第
二
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
に
参
加
。

そ
し
て
５6（
昭
和
3１
）年
、
槇
有
恒
隊
長

が
率
い
る
第
三
次
マ
ナ
ス
ル
登
山
隊
に

も
参
加
、
つ
い
に
念
願
の
マ
ナ
ス
ル
初

登
頂
が
達
成
さ
れ
た
の
で
し
た
。

　

こ
の
日
本
人
に
よ
る
マ
ナ
ス
ル
初
登

頂
は
、
敗
戦
の
傷
が
癒
え
な
い
日
本
国

民
に
勇
気
と
自
信
を
取
り
戻
さ
せ
る
と

て
も
大
き
な
出
来
事
で
、
日
本
中
が
登

頂
の
ニ
ュ
ー
ス
に
歓
喜
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
寄
贈
い
た
だ
い
た
竹
節
氏

の
石
１２
点
の
な
か
に
は
、
ア
ン
モ
ナ
イ

ト
の
化
石
や
氷
河
擦
痕
の
あ
る
礫
な
ど

も
あ
り
ま
す
。
石
は
そ
れ
ぞ
れ
大
き
さ

が
１
～
１５
㌢
ほ
ど
で
、
１２
点
す
べ
て
に

手
書
き
の
メ
モ
紙
が
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
メ
モ
に
は
、
採
取
し
た
年
月
日
、

採
取
地
点
、
標
本
名
な
ど
が
記
さ
れ
て

お
り
、
こ
れ
ら
が
１
９
３
６
（
昭
和

１１
）
年
の
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
登
山
隊
、
５２

（
昭
和
２７
）
年
の
マ
ナ
ス
ル
踏
査
隊
の

時
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
各
地
で
採
取
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

そ
の
な
か
の
一
つ
に
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

山
々
を
つ
く
る
石
に
混
じ
り
、「
マ
ナ

ス
ル
一
九
五
二
年
十
月
二
十
日
、
マ
ル

シ
ャ
ン
デ
ィ･

コ
ー
ラ
の
上
流
（
二
五

〇
〇
Ｍ
）
で
採
取
し
た
ク
ル
ミ
の
実
。

こ
れ
と
同
じ
処
で
採
取
し
た
実
か
ら
出

た
木
を
天
皇
陛
下
に
献
上
し
、
目
下
皇

居
で
茂
っ
て
い
る
」
と
い
う
手
書
き
の

メ
モ
が
添
え
ら
れ
た
現
生
の
ク
ル
ミ
の

種
も
収
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
館
は
、
過
去
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ジ
ャ

ヌ
ー
や
エ
ベ
レ
ス
ト
な
ど
の
石
も
登
山

家
の
方
々
か
ら
寄
贈
い
た
だ
い
て
お
り
、

そ
の
一
部
を
常
設
展
示
の
中
で
紹
介
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
植
村

直
己
氏
や
三
浦
雄
一
郎
氏
が
採
取
さ
れ

た
も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
竹
節
氏
採

取
の
ナ
ン
ダ
コ
ッ
ト
や
マ
ナ
ス
ル
の
石

も
、
日
本
登
山
隊
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
の

歴
史
な
ど
と
あ
わ
せ
て
、
来
年
に
は
展

示
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

竹
節
氏
の
遺
さ
れ
た
石
に
ロ
マ
ン
を
感

じ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
思
い
ま
す
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

竹
節
作
太
が
採
取
し
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
石
、寄
贈
さ
れ
る

北
垣
俊
明

竹節氏が採取したヒマラヤの石

ヒマラヤの石とクルミに添えられたメモ
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会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北

　

我
わ
れ
東
九
州
支
部
の
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
あ
る
九
重
山
に
お
い
て
、

昭
和
５
年
８
月
１１
日
、
福
岡
県
在
住
の

若
い
岳
人
₂
人
が
、
折
か
ら
の
暴
風
雨

に
見
舞
わ
れ
遭
難
死
に
い
た
っ
た
。

　

九
重
山
で
初
め
て
の
遭
難
で
あ
っ

た
た
め
、
翌
昭
和
６
年
に
は
詳
細
な
る

報
告
書
『
廣
崎
秀
雄
・
渡
邊
邦
彦
両
君

遭
難
一
周
忌
に
際
し
て
』（
筑
紫
山
岳

会
編
・
昭
和
６
年
１０
月
２５
日
刊
）
が
発

行
さ
れ
た
。
同
時
に
、
遭
難
現
場
近
く

の
１
７
４
８
㍍
の
ピ
ー
ク
に
は
、
遭
難

碑
が
関
係
者
の
手
に
よ
っ
て
建
て
ら

れ
た
。

　

遭
難
か
ら
8０
年
が
経
っ
た
今
年
、

「
八
十
回
忌
慰
霊
祭
」
の
挙
行
を
と
い

う
声
が
あ
が
り
、
遭
難
碑
を
訪
れ
て
み

た
。
す
る
と
碑
の
前
面
に
あ
た
る
石
盤

が
長
年
の
風
雨
に
さ
ら
さ
れ
て
劣
化
、

倒
壊
に
い
た
り
、
台
の
前
面
に
放
置
さ

れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
修
復

を
行
な
う
た
め
機
材
を
荷
上
げ
し
、
現

地
で
３
日
間
か
け
て
元
の
姿
に
戻
す

作
業
を
山
の
仲
間
と
行
な
っ
た
。

　

そ
し
て
、
亡
く
な
ら
れ
た
２
人
の
家

族
に
8０
回
忌
の
慰
霊
祭
を
行
な
う
旨

の
連
絡
を
と
る
た
め
、
四
方
八
方
手
を

尽
く
し
て
探
し
た
。
す
る
と
、
亡
く
な

ら
れ
た
渡
邊
邦
彦
さ
ん
の
弟
さ
ん
が

福
岡
県
直
方
市
に
ご
健
在
で
あ
る
と

の
情
報
が
入
り
、
連
絡
を
と
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
8１
歳
の
弟
さ
ん
か
ら
、

当
時
の
貴
重
な
資
料
や
写
真
の
提
供

を
受
け
、
慰
霊
祭
に
は
肉
親
と
し
て
の

思
い
を
綴
っ
た
弔
辞
も
い
た
だ
い
た
。

　

ま
た
、
石
碑
の
前
面
に
彫
ら
れ
て
い

る
凡
字
と
碑
文
（
漢
詩
）
の
解
釈
を
そ

の
道
の
専
門
家
に
依
頼
し
、
口
語
訳
と

し
て
当
日
の
参
加
者
に
配
布
し
た
。

　

慰
霊
祭
は
８
月
８
日
午
前
１１
時
か

ら
、
久
住
山
御
池
の
西
側
に
建
つ
碑
の

前
に
て
行
な
う
予
定
で
あ
っ
た
が
、
悪

天
候
の
た
め
近
く
の
池
ノ
小
屋
に
急
遽

変
更
し
て
執
り
行
な
っ
た
。
参
加
者
は

6０
名
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

ま
ず
法
華
院
白
水
寺
第
二
十
六
代
院

主
で
あ
る
弘
蔵
岳
久
さ
ん
の
読
経
に
始

ま
り
、
焼
香
、
そ
し
て
碑
文
の
解
説
と

続
い
た
。
次
に
、「
兄
の
事
故
が
た
だ

マ
イ
ナ
ス
面
だ
け
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、

遭
難
碑
を
通
じ
て
遭
難
の
意
味
を
語
り

継
い
で
い
け
る
の
は
皆
さ
ん
の
お
か
げ

で
す
」
と
い
う
渡
邊
邦
彦
さ
ん
の
弟
、

道
夫
さ
ん
か
ら
の
弔
辞
が
読
み
あ
げ
ら

れ
た
。

　

遭
難
報
告
書
『
廣
崎
秀
雄
・
渡
邊
邦

彦
両
君
遭
難
一
周
忌
に
際
し
て
』
に
、

２
人
の
父
親
は
連
名
で
次
の
よ
う
に
思

い
を
綴
っ
て
い
る
。

「
山
の
い
た
だ
き
に
は
今
後
幾
度
か
の

春
秋
が
訪
れ
て
、
山
語
ら
ず
、
人
語
ら

ず
、
草
木
語
ら
ず
の
日
が
参
り
ま
せ
う

と
も
、
追
悼
碑
の
み
は
永
遠
に
若
く
し

て
逝
け
る
二
人
の
山
の
子
の
思
い
出
を

後
々
に
傅
へ
る
の
で
あ
り
ま
せ
う
」（
原

文
の
マ
マ
）

　

犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
、
山
の
怖

さ
を
改
め
て
参
加
者
全
員
が
認
識
す
る

慰
霊
祭
で
あ
っ
た
。

九
重
山「
遭
難
八
十
回
忌
慰
霊
祭
」

加
藤
英
彦

有志の手により修復され元の姿に戻った慰霊碑
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活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です

雍
仁
殿
下
（
１
９
０
２
～
１
９
５
３

年
）の
ス
キ
ー
姿
の
写
真
を
、同
宮
家
の

関
係
者
よ
り
８
月
上
旬
に
ご
寄
贈
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

殿
下
が
初
め
て
ス
キ
ー
を
履
か
れ
た

の
は
大
正
初
期
、ま
だ
小
学
生
の
頃
、赤

坂
離
宮
あ
た
り
の
ス
ロ
ー
プ
で
楽
し
ん

だ
と
い
う
。大
正
１１
年
の
暮
れ
、赤
倉
ス

キ
ー
場
で
滑
っ
て
以
来
、山
ス
キ
ー
に

す
っ
か
り
魅
せ
ら
れ
た
。大
正
１3
（
１

９
２
４
）年
５
月
に
は
、槇
有
恒
、三
田

幸
夫
、大
島
亮
吉
ら
の
案
内
で
残
雪
の

立
山
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ま
れ
た
。

　

今
回
、ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
写
真
は
、

先
の
立
山
ス
キ
ー
で
撮
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
。資
料
映
像
委
員
会
で
大
切
に
保

管
さ
せ
て
い
た
だ
く
。‥

（
羽
田
栄
治
）

　

昨
年
の
熊
野
古
道
・
奥
駆
道
北
半
部

の
踏
査
に
続
き
、5
月
１５
日
か
ら
5
泊

6
日
の
行
程
で
南
半
部(

南
奥
駆
道)

を

踏
破
し
た
。集
会
委
員
の
高
橋
聰
氏
を

総
責
任
者
に
、女
性
3
名
を
含
む
総
勢

１５
名
が
参
加
（
北
海
道
支
部
3
名
、関

東
地
区
5
名
）し
た
。

　

１５
日
、近
鉄
「
大
和
上
市
駅
」に
集
合
。

集
会
委
員
会
│
│
│
│
│
│
│

南
奥
駆
道
踏
査―

―

地
元
山
岳

会
の
活
動
に
驚
き
と
感
謝

冒
険
家
で
あ
り
登
山
家
の
植
村
直

己
さ
ん
が
、
烈
風
吹
き
す
さ
ぶ
厳
冬
の

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
に
単
独
で
挑
み
、
冬
季

初
登
頂
を
果
た
し
た
の
ち
帰
ら
ぬ
人
と

な
っ
た
の
は
、
１
９
８
４
年
の
こ
と
だ

っ
た
。
あ
れ
か
ら
四
半
世
紀
余
り
が
た

っ
た
今
年
７
月
２4
日
、「
山
岳
ニ
ッ
ポ

ン　

冒
険
の
世
紀
『
ザ
・
植
村
直
己
・

デ
ー
︱
︱
冒
険
の
系
譜
』」（
日
本
山
岳

会
・
日
本
山
岳
協
会
・
毎
日
新
聞
社
共

催
）
が
開
催
さ
れ
、
約
５
０
０
人
の
登

山
を
愛
好
す
る
聴
衆
が
集
ま
っ
た
。

会
の
前
半
は
、
主
催
者
代
表
と
し
て

先
輩
の
大
塚
博
美
元
会
長
の
あ
い
さ
つ

の
後
、
植
村
さ
ん
と
ゆ
か
り
の
あ
っ
た

方
々
が
登
場
。
１
９
７
０
年
、
と
も
に

エ
ベ
レ
ス
ト
日
本
人
初
登
頂
を
し
た
松

浦
輝
夫
さ
ん
、
日
本
縦
断
や
極
地
の
旅

に
同
行
取
材
し
た
写
真
家
の
安
藤
幹
久

さ
ん
、
明
治
大
学
山
岳
部
の
同
期
生
で

あ
っ
た
葊
江
研
さ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
を
語
っ
た
。

中
盤
に
、
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
特
別

講
演
「
私
を
山
に
駆
り
立
て
る
も
の
」

が
あ
り
、
そ
の
後
は
、
若
手
登
山
家
た

ち
に
よ
る
、デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「『
冒

険
の
世
紀
』
︱
︱
受
け
継
が
れ
る
元
気

の
源
」
が
行
な
わ
れ
た
。
パ
ネ
ラ
ー
と

し
て
天
野
和
明
さ
ん
、
栗
城
史
多
さ
ん
、

三
浦
豪
太
さ
ん
が
登
壇
。
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
で
あ
り
山
と
溪

谷
社
の
編
集
者
、
神
長
幹
雄
さ
ん
が
つ

と
め
た
。
ま
た
、
山
野
井
泰
史
さ
ん
の

ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
っ
た
。

昨
年
、
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
賞
を
受
賞
し

た
天
野
さ
ん
は
、
植
村
さ
ん
の
本
を
読

ん
で
憧
れ
明
治
大
学
山
岳
部
に
入
っ
た

こ
と
、
山
岳
部
で
培
っ
た
力
を
も
っ
て

い
ま
自
由
に
身
軽
に
登
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
仲
間
と
登
る
喜
び
な
ど
を

語
っ
た
。

山
野
井
さ
ん
は
ビ
デ
オ
の
な
か
で
、

１０
歳
の
こ
ろ
、
植
村
さ
ん
は
彼
の
ヒ
ー

ロ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
植
村
さ
ん
の

本
を
何
冊
も
読
ん
だ
こ
と
、
講
演
会
に

行
っ
た
思
い
出
を
語
っ
た
。

現
代
は
、
植
村
さ
ん
が
生
き
た
時
代

よ
り
も
い
っ
そ
う
登
山
が
多
様
化
さ
れ

て
い
る
。
そ
れ
で
も
植
村
さ
ん
の
軌
跡

を
追
う
こ
と
に
よ
り
、
彼
の
冒
険
心
や

登
山
へ
の
思
い
が
、
い
ま
に
脈
々
と
受

け
継
が
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
会

だ
っ
た
。�

（
柏
澄
子
）

資
料
映
像
委
員
会
│
│
│
│
│

「
秩
父
宮
親
王
山
岳
ス
キ
ー
」

の
写
真
が
寄
贈

「
山
の
宮
様
」と
親
し
ま
れ
た
秩
父
宮

海
外
委
員
会
│
│
│
│
│
│
│

植
村
直
己
の
業
績
を
顕
彰

「
ザ
・
植
村
直
己
・
デ
ー
」

秩父宮殿下のスキー姿 （ 大正 １3 年 ５ 月　立山にて ）
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昨
年
の
最
終
点
で
あ
る
「
前
鬼
」に
タ

ク
シ
ー
で
直
行
。翌
１6
日
か
ら
南
奥
駆

道
に
向
か
っ
た
。前
鬼
か
ら
は
樹
林
帯

の
な
か
の
急
登
を
繰
り
返
し
て
昨
年
の

下
山
地
点
で
あ
る
な
つ
か
し
い
「
大
古

ノ
辻
」に
至
り
、稜
線
伝
い
に
「
持
経
の

宿
」へ
。無
人
小
屋
の
た
め
自
炊
で
夕
食

を
と
り
、小
屋
備
え
付
け
の
毛
布
で
寝

た
。3
日
目
は
転
法
輪
岳
を
経
て
「
行

仙
宿
」へ
。普
段
は
無
人
小
屋
で
あ
る
が
、

地
元
の
山
岳
会「
新
宮
山
彦
グ
ル
ー
プ
」

（
玉
岡
憲
明
会
長
）の
有
志
の
方
々
が

待
っ
て
い
て
下
さ
り
、豪
華
な
夕
食
と

ビ
ー
ル
の
差
入
れ
を
い
た
だ
い
た
。

　

3０
年
前
ま
で
ク
マ
ザ
サ
と
灌
木
に
お

お
わ
れ
通
行
不
能
で
あ
っ
た
南
奥
駆
道

4５
㌔
を
再
興
し
よ
う
と
、１
９
８
４
年

か
ら
「
千
日
刈
峰
行
」と
銘
打
っ
て
作

業
を
開
始
。約
3
年
の
時
間
を
費
し
て

修
験
者
、登
山
者
の
通
行
を
可
能
に
し

た
う
え
、避
難
小
屋
の
建
設
、水
場
の
整

備
を
行
な
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
と
聞
い

た
。驚
き
と
と
も
に
、そ
の
お
陰
で
我
わ

れ
も
踏
査
で
き
る
こ
と
に
感
謝
の
念
が

湧
い
た
。

　

行
仙
宿
か
ら
は
南
奥
駆
道
の
最
高
峰

で
堂
々
た
る
山
容
の
「
笠
捨
山
」を
一

気
に
越
え
、１０
時
間
の
上
り
下
り
で

「
玉
置
神
社
」へ
。神
前
の
御
前
に
宿
泊

す
る
と
い
う
こ
と
で
、ア
ル
コ
ー
ル
な

し
の
夜
を
過
ご
し
た
。

　

好
天
に
恵
ま
れ
た
の
も
こ
こ
ま
で
。

「
熊
野
本
宮
」ま
で
の
最
終
日
は
早
朝

か
ら
雨
と
な
り
、標
高
が
次
第
に
低
く

な
っ
て
ゆ
く
上
り
下
り
を
繰
り
返
し
た
。

雨
の
雲
間
、熊
野
川
を
隔
て
て
大
鳥
居

が
見
え
た
時
に
は
、い
よ
い
よ
熊
野
本

宮
へ
下
っ
て
来
た
と
い
う
感
慨
を
持
っ

た
。雨
具
を
着
け
た
ま
ま
、参
道
の
み
や

げ
店
街
を
通
り
、熊
野
本
宮
に
参
拝
。祝

詞
に
詳
し
い
石
原
達
夫
会
員
が
全
員
の

無
事
踏
査
の
お
礼
を
言
上
し
、全
行
程

の
踏
査
を
終
え
た
。近
く
の
湯
の
峯
温

泉
の
常
宿
に
行
き
、熊
野
牛
の
し
ゃ
ぶ

し
ゃ
ぶ
で
舌
つ
づ
み
を
打
ち
、2
年
間

に
わ
た
る
奥
駆
道
の
踏
査
を
祝
っ
た
。

　

日
程
の
作
成
、宿
泊
の
手
配
な
ど
、集

会
委
員
の
幹
事
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝

し
た
い
。今
回
も
新
た
な
知
己
を
得
た
。

こ
れ
か
ら
も
個
人
山
行
で
は
な
か
な
か

行
け
な
い
よ
う
な
計
画
を
期
待
し
た
い
。

�

（
吉
永
英
明
）

仙
丈
ヶ
岳
、東
駒
ヶ
岳
を
登
る

　

8
月
8
～
9
日
の
山
行
計
画
が
会
報

５
月
号
に
掲
載
さ
れ
、中
央
線
車
窓
か

ら
も
見
応
え
が
あ
る
未
踏
の
山
々
だ
っ

た
の
で
参
加
し
た
。７
日
、ビ
ジ
ネ
ス
ホ

テ
ル
に
参
加
者
１１
名
が
同
宿
し
た
。

　

8
日
、4
時
半
に
タ
ク
シ
ー
で
出
発

し
、戸
台
口
仙
流
荘
バ
ス
停
に
て
北
沢

峠
行
き
の
南
ア
ル
プ
ス
林
道
バ
ス
に
乗

り
換
え
、大
平
山
荘
前
で
下
車
。伊
那
の

人
は
確
か
に
「
甲
斐
駒
ヶ
岳
」
と
は
言

わ
ず
「
東
駒
ヶ
岳
」
と
呼
ん
で
い
た
。

　

6
時
５０
分
、籔
沢
を
目
指
し
樹
林
帯

を
登
り
始
め
、急
登
後
の
尾
根
で
木
の

間
越
し
に
籔
沢
大
滝
を
見
る
。籔
沢
沿

い
に
登
っ
て
い
き
、時
折
振
り
向
く
と
、

実
に
端
正
な
東
駒
ヶ
岳
が
大
き
い
。マ

ル
バ
タ
ケ
ブ
キ
の
群
生
と
鹿
防
護
柵
を

見
た
あ
と
馬
ノ
背
ヒ
ュ
ッ
テ
に
着
き
、

丹
渓
新
道
分
岐
を
経
由
し
て
、カ
ー
ル

の
底
の
千
丈
小
屋
に
至
る
。昼
食
後
、カ

ー
ル
の
右
寄
り
の
ガ
ラ
場
を
登
り
、イ

ワ
ギ
キ
ョ
ウ
、ト
ウ
ヤ
ク
リ
ン
ド
ウ
、ミ

ヤ
マ
ミ
ミ
ナ
グ
サ
が
岩
稜
に
咲
く
仙
丈

ヶ
岳（
３
０
３
３
㍍
）に
１２
時
前
に
到
達
。

間
ノ
岳
、北
岳
、鳳
凰
な
ど
南
ア
の
山
々

が
大
き
く
迫
る
。

　

下
山
す
る
小
千
丈
コ
ー
ス
は
、カ
ー

ル
を
見
下
ろ
し
な
が
ら
の
稜
線
歩
き
で

始
ま
り
、小
千
丈
ヶ
岳
を
踏
み
、二
合
目

分
岐
に
至
る
。こ
こ
よ
り
北
沢
駒
仙
小

屋
へ
の
近
道
に
入
り
、１6
時
１５
分
に
仙

水
小
屋
に
た
ど
り
着
い
た
。

　

9
日
、夜
来
の
雨
音
を
訝
し
く
聞
き

な
が
ら
寝
て
い
た
が
、点
灯
な
っ
た
3

時
に
起
床
し
た
。朝
食
時
に
小
屋
番
か

ら「
今
日
は
１
日
中
雨
」と
聞
か
さ
れ
た
。

8
日
に
沖
縄
で
発
生
し
た
台
風
4
号
の

影
響
に
よ
り
、局
地
的
に
雷
を
伴
っ
た

非
常
に
激
し
い
雨
が
降
る
可
能
性
が
あ

る
ら
し
い
。東
駒
ヶ
岳
登
山
は
中
止
と

な
り
、５
時
3５
分
、仙
水
小
屋
を
出
発
。

6
時
２０
分
、鹿
の
さ
迷
う
北
沢
峠
に
着

い
た
。北
沢
峠
か
ら
は
バ
ス
で
戸
台
口

に
戻
り
解
散
と
な
っ
た
。

　

２
０
０
２
年
末
の
入
会
以
来
、支
部

は
な
く
委
員
会
や
同
好
会
な
ど
の
活
動

と
も
縁
が
薄
か
っ
た
。本
山
行
に
参
加

し
、成
瀬
、平
井
、清
登
氏
ら
の
リ
ー
ド

に
よ
り
安
心
感
の
あ
る
山
行
を
経
験
で

き
、会
員
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
た
。

�

（
北
嶋
仲
雄
）

高山植物の咲く仙丈ヶ岳 （3０33㍍ ） に集う参加者
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支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。

　

前
月
号
で
青
森
支
部
か
ら
報
告
が
あ

っ
た
が
、
秋
田
支
部
か
ら
も
報
告
し
よ

う
。

　

秋
田
・
青
森
・
岩
手
の
県
境
に
四
角

岳
（
１
０
０
３
㍍
）
が
あ
り
、
こ
の
山

を
取
り
巻
く
三
県
の
支
部
で
親
睦
登
山

を
行
お
う
と
秋
田
支
部
が
提
案
し
、
３

年
ほ
ど
前
か
ら
話
し
合
っ
て
い
た
が
、

こ
の
度
、
青
森
支
部
が
主
管
と
な
り
、

６
月
２０
日
に
第
１
回
目
を
実
施
し
た
。

　

四
角
岳
へ
は
、
秋
田
側
は
不
老
倉
、

青
森
側
は
花
木
ダ
ム
、
岩
手
側
は
切
通

し
か
ら
の
３
つ
の
コ
ー
ス
が
あ
る
が
、

秋
田
支
部
一
行
は
、
登
り
慣
れ
た
不
老

倉
コ
ー
ス
を
と
ら
ず
、
今
回
全
員
初
め

て
の
花
木
ダ
ム
か
ら
の
コ
ー
ス
を
選
ん

で
み
た
。

　

午
前
５
時
、
３
台
の
車
で
土
崎
支
所

前
を
出
発
。
１
０
３
号
線
を
経
て
花
木

ダ
ム
先
の
林
道
を
辿
っ
て
登
山
口
に
８

時
過
ぎ
到
着
。
前
日
か
ら
泊
り
込
ん
で

い
た
高
橋
青
森
副
支
部
長
一
行
と
合
流

す
る
。
８
時
4０
分
、
ひ
と
足
先
に
出
発

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
林
道
跡
を
進
ん
で

山
頂
か
ら
東
に
延
び
る
尾
根
に
出
て
、

太
い
ブ
ナ
林
の
続
く
尾
根
を
登
り
、
ガ

ス
一
面
の
四
角
岳
山
頂
に
１０
時
に
到
着

し
た
。
小
休
止
後
、
西
隣
に
並
ぶ
中
岳

（
１
０
２
４
㍍
）
へ
向
か
う
。
秋
田
と

岩
手
県
境
の
鞍
部
を
経
て
、
一
等
三
角

点
と
猿
田
彦
を
祀
る
中
岳
山
頂
に
１０
時

3０
分
到
着
。
記
念
撮
影
後
、
一
瞬
ガ
ス

が
流
れ
、
周
囲
の
山
々
を
眺
め
た
の
も

つ
か
の
間
、
雷
が
鳴
り
、
雨
も
降
り
だ

し
て
き
た
の
で
急
い
で
四
角
岳
に
戻
る
。

　

山
頂
で
は
、
青
森
支
部
の
下
山
支
部

長
一
行
が
肉
鍋
と
ビ
ー
ル
を
担
ぎ
上
げ
、

同
時
に
岩
手
側
か
ら
も
内
山
支
部
長
、

菊
池
前
支
部
長
一
行
が
到
着
。
雷
と
雨

降
り
の
中
、
立
食
パ
ー
テ
ィ
に
て
和
気

藹
々
と
親
睦
を
深
め
合
っ
た
。

　

四
角
岳
と
中
岳
の
直
下
に
は
、
か
つ

て
四
角
鉱
山
と
不
老
倉
鉱
山
が
あ
り
、

明
治
、
大
正
期
に
最
盛
期
を
迎
え
、
特

に
不
老
倉
は
地
元
大
湯
よ
り
人
口
も
多

く
賑
わ
っ
て
い
た
と
い
う
。

　

私
が
、
昭
和
4２
年
に
登
山
界
に
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
の
両
山
に
初
め
て
登
っ

た
時
は
、
不
老
倉
で
は
最
後
の
採
鉱
を

し
て
お
り
、
四
角
岳
山
頂
一
帯
は
放
牧

地
跡
の
面
影
が
残
さ
れ
て
い
た
。

　

以
後
、
両
山
を
岳
界
に
紹
介
し
て
き

た
が
、
特
に
、
１０
年
ほ
ど
前
に
青
森
側

か
ら
四
角
岳
へ
の
新
コ
ー
ス
が
切
り
開

か
れ
、
中
岳
と
つ
な
が
っ
た
。
以
来
、

一
般
登
山
者
や
一
等
三
角
点
愛
好
者
、

タ
ケ
ノ
コ
採
り
な
ど
で
踏
み
固
め
ら
れ
、

一
般
登
山
コ
ー
ス
と
し
て
大
い
に
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

近
年
、
地
元
山
岳
会
な
ど
に
よ
っ
て

整
備
さ
れ
、
ま
す
ま
す
人
気
が
高
ま
り

嬉
し
い
限
り
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
青
森
支
部
に
大
変
難
儀
を

か
け
た
こ
と
に
感
謝
申
し
上
げ
、
次
回

は
秋
田
支
部
で
計
画
す
る
予
定
で
あ
る
。

‥

（
佐
々
木
民
秀
）

　

茨
城
支
部
は
発
足
し
て
3
年
目
、
支

部
会
員
数
3０
人
と
全
国
最
小
規
模
の
支

部
で
あ
る
。
毎
年
、
海
外
山
行
を
し
よ

う
と
い
う
こ
と
で
、
昨
年
の
韓
国
最
高

峰
ハ
ン
ラ
山
と
智
異
山
に
続
き
、
今
年

は
中
国
吉
林
省
（
旧
満
州
）
と
北
朝
鮮

と
の
国
境
に
あ
る
白
頭
山
（
中
国
名
は

長
白
山
・
朝
鮮
半
島
の
最
高
峰
）
に
出

か
け
た
。

　

白
頭
山
は
天
池
と
い
う
火
口
湖
の
周

り
を
１6
の
ピ
ー
ク
が
囲
み
、
天
池
の
中

央
を
国
境
が
通
っ
て
い
る
。
最
高
峰
の

将
軍
峰
（
２
７
４
４
㍍
）
は
北
朝
鮮
側

に
あ
る
。
我
わ
れ
の
コ
ー
ス
は
、
西
側

の
登
山
口
か
ら
中
国
側
の
ピ
ー
ク
を
8

時
間
か
け
て
縦
走
し
、
北
側
の
長
白
瀑

布
へ
下
山
す
る
と
い
う
も
の
だ
。
白
頭

山
を
水
源
と
し
て
南
西
に
鴨
緑
江
が
渤

海
へ
、
東
に
は
豆
満
江
（
図
們
江
）
が

日
本
海
へ
流
れ
、
い
ず
れ
も
中
朝
国
境

と
な
っ
て
い
る
。
中
国
・
朝
鮮
両
側
の

茨
城
支
部

白
頭
山
登
山

秋
田
支
部

北
東
北
３
支
部
、
三
県
境
の

四
角
岳
に
集
う

一等三角点と猿田彦を祀る中岳にて
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住
民
か
ら
は
聖
山
と
あ
が
め
ら
れ
て
お

り
、
戦
前
に
は
日
本
山
岳
会
会
員
の
今

西
錦
司
氏
ら
が
登
っ
て
い
る
。

　

登
山
期
間
は
8
月
3
～
７
日
の
５
日

間
。
千
葉
支
部
か
ら
２
名
の
参
加
と
ゲ

ス
ト
を
加
え
、
星
埜
支
部
長
以
下
１１
名

の
メ
ン
バ
ー
で
出
発
し
た
。
3
日
は
ソ

ウ
ル
に
宿
泊
。
4
日
は
ソ
ウ
ル
か
ら
空

路
、
吉
林
省
延
辺
朝
鮮
族
自
治
州
の
州

都
・
延
吉
市
へ
飛
び
、
専
用
バ
ス
で
２

時
間
半
、
白
頭
山
麓
の
町
・
二
道
白
河

に
入
り
宿
泊
。

　

５
日
、
登
山
の
日
。
前
夜
か
ら
の
雨

で
登
山
を
諦
め
て
い
た
が
、
バ
ス
が
宿

を
出
発
す
る
頃
に
は
青
空
が
広
が
り
、

皆
で
喜
ん
だ
。
と
こ
ろ
が
登
山
口
に
到

着
し
登
り
始
め
る
と
ガ
ス
が
か
か
り
、

頂
上
稜
線
に
出
た
時
に
は
強
風
も
で
て

き
た
た
め
、
縦
走
を
断
念
し
た
。
国
境

石
碑
の
前
で
記
念
撮
影
や
、
北
朝
鮮
側

へ
数
歩
越
境
し
た
り
し
て
か
ら
下
山
。

バ
ス
で
約
3
時
間
か
け
て
北
側
へ
回
り
、

長
白
瀑
布
の
直
下
ま
で
歩
い
た
。
天
池

の
水
が
落
差
68
㍍
の
滝
と
な
っ
て
流
れ

落
ち
、
北
へ
松
花
江
、
さ
ら
に
黒
竜
江

に
合
流
し
て
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
へ
流
れ
る

源
流
で
あ
る
。
こ
の
日
は
長
白
温
泉
ホ

テ
ル
ま
で
下
っ
て
宿
泊
。

　

6
日
早
朝
、
四
駆
車
に
分
乗
し
て
北

側
の
天
文
峰
（
２
６
７
０
㍍
）
直
下
ま

で
行
く
。
頂
上
か
ら
は
、
青
い
天
池
と

将
軍
峰
な
ど
の
峰
々
を
展
望
す
る
こ
と

が
で
き
、
昨
日
縦
走
で
き
な
か
っ
た
欲

求
不
満
が
少
し
解
消
さ
れ
た
。
下
山
後
、

バ
ス
で
５
時
間
か
け
て
北
朝
鮮
と
の
国

境
の
町
・
図
們
ま
で
行
く
。
国
境
を
流

れ
る
幅
4０
㍍
程
の
豆
満
江
対
岸
に
は
、

北
朝
鮮
の
駅
や
集
落
な
ど
が
見
え
た
。

鉄
道
は
戦
前
、
日
本
が
敷
設
し
た
も
の

だ
と
い
う
。
豆
満
江
を
遊
覧
船
で
上
下

し
、
北
朝
鮮
側
の
岸
に
生
え
る
潅
木
に

手
が
届
き
そ
う
な
所
ま
で
接
近
す
る
。

一
見
、
国
境
に
緊
張
感
は
な
か
っ
た
が
、

実
際
に
は
川
を
渡
る
脱
北
者
を
厳
し
く

警
戒
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

 

（
西
川
元
禧
）

8月8月

２
日　

総
務
委
員
会

3
日　

財
務
委
員
会　

支
部
活
性
化
Ｐ
Ｔ

4
日　

常
務
理
事
会　

集
会
委
員
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

9
日　

法
人
改
革
対
応
検
討
Ｐ
Ｔ　

ス
キ
ー

ク
ラ
ブ　

高
尾
の
森
づ
く
り
の
会

１０
日　

海
外
委
員
会　

緑
爽
会　

ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ　

００
会

１１
日　

山
岳
地
理
ク
ラ
ブ

１２
日　

総
務
委
員
会　

東
京
多
摩
支
部

１3
日　

会
報
編
集
委
員
会　

支
部
活
性

化
Ｐ
Ｔ

２3
日　

総
務
委
員
会

２4
日　
Ｊ
Ａ
Ｃ―

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ‥

Ｐ
Ｔ　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

２５
日　

麗
山
会　

つ
く
も
会

２6
日　

三
水
会　

０１
会　

ス
キ
ー
ク
ラ

ブ　

山
遊
会

２７
日　

自
然
保
護
委
員
会　

海
外
委
員
会

8
月
来
室
者
２７9
名

会
員
異
動
（
8
月
）

物
故

荒
井
紀
雄
（
９
８
９
０
）１０･

3･

4

草
木
陽
一
（
１
０
８
２
０
）１０･

8･

１１

小
笠
原
寛
（
１
４
５
５
３
）１０･

５･

２4

退
会

高
堂
真
一
（
１
０
６
２
８
）

終
身
会
員

松
屋
信
之
（
６
３
４
３
）

長白瀑布直下でのメンバー
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チ
ャ
レ
ン
ジ

学
生
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り（
１
）

東
海
学
生
山
岳
連
盟
の
再
発
足

高
橋
玲
司

平
成
２１
年
１１
月
１７
日
の
夕
刻
、
東
海

支
部
ル
ー
ム
は
、
日
ご
ろ
で
は
考
え
ら

れ
な
い
光
景
が
あ
っ
た
。
狭
い
ル
ー
ム

に
若
い
学
生
が
溢
れ
か
え
っ
て
い
た
の

だ
。
あ
る
大
学
は
、
学
生
全
員
が
１
年

生
で
、
し
か
も
全
員
１9
歳
で
あ
る
。

７
大
学
4５
名
、
一
度
は
そ
の
火
の
消

え
た
「
東
海
学
生
山
岳
連
盟
」
の
再
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。
司
会
の
三
重
大
学
ワ

ン
ダ
ー
フ
ォ
ー
ゲ
ル
部
の
主
将
、
井
上

正
隆
君
（
東
海
学
生
山
岳
連
盟
副
委
員

長
）
の
初
々
し
い
司
会
と
、
委
員
長
に

就
任
し
た
南
山
大
学
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ

ブ
の
リ
ー
ダ
ー
、
山
田
利
行
君
の
元
気

い
っ
ぱ
い
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
発

足
に
あ
た
り
京
都
学
生
登
山
交
流
会
や

本
部
学
生
部
の
メ
ン
バ
ー
も
駆
け
つ
け

て
く
れ
た
。
周
囲
の
関
係
者
も
満
面
の

笑
み
で
、
明
る
い
希
望
い
っ
ぱ
い
の
再

結
成
式
で
あ
っ
た
。

東
海
学
生
山
岳
連
盟
と
は

１
９
６
９
年
に
東
海
学
生
山
岳
連

盟
（
以
下
、
東
海
学
連
）
は
発
足
し
て

い
る
。
規
約
も
名
簿
も
そ
ろ
っ
て
な
く
、

東
海
地
区
の
大
学
山
岳
部
の
情
報
交
換

の
場
と
し
て
機
能
し
て
い
た
。

２０
年
ほ
ど
近
く
前
に
一
度
、
私
は
委

員
長
を
引
き
受
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
と
き
一
つ
の
提
言
を
し
た
。
日
本
山

岳
会
東
海
支
部
へ
の
団
体
加
盟
で
あ
る
。

私
の
所
属
す
る
愛
知
学
院
大
学
山
岳
部

が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
団
体
（
東

海
学
連
）
で
加
入
す
れ
ば
、
加
盟
校
の

山
岳
部
員
全
員
が
東
海
支
部
に
顔
を
出

す
こ
と
が
で
き
る
と
思
っ
た
か
ら
で
あ

る
。
部
員
１
名
の
山
岳
部
員
も
大
学
に

山
岳
部
が
な
い
学
生
も
東
海
学
連
の
名

を
借
り
て
合
宿
が
成
り
立
つ
の
で
は
な

い
か
と
も
考
え
た
。
し
か
し
、
私
も
社

会
人
と
な
り
、
話
は
う
や
む
や
に
な
り

夢
と
し
て
消
え
て
し
ま
っ
た
。
や
が
て

時
は
流
れ
、
多
く
の
大
学
山
岳
部
が
廃

部
に
な
っ
た
り
休
部
に
な
っ
た
り
し
て
、

い
つ
し
か
東
海
学
連
も
１０
年
ほ
ど
前
か

ら
自
然
消
滅
し
た
。

東
海
学
連
の
再
発
足

東
海
支
部
の
青
年
部
委
員
長
と
な

っ
て
か
ら
、
な
ん
と
か
東
海
学
連
を
復

活
さ
せ
た
い
と
の
思
い
に
か
ら
れ
、
さ

ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試

み
て
み
た
。
特
に
海
外
登
山
委
員
会
と

青
年
部
で
8
年
近
く
も
開
催
し
て
い
る

ヒ
マ
ラ
ヤ
研
究
会
の
場
や
マ
ス
コ
ミ
の

活
用
、
各
種
登
山
講
習
会
へ
の
参
加
、

さ
ら
に
は
ネ
ッ
ト
や
ブ
ロ
グ
な
ど
の
さ

ま
ざ
ま
な
手
段
を
講
じ
て
み
た
。

私
の
熱
意
に
対
し
て
理
解
を
示
し

て
く
れ
た
青
年
部
の
副
委
員
長
の
南
山

大
Ｏ
Ｂ
伊
藤
聡
君
、
前
述
の
山
田
、
井

上
の
学
生
両
君
と
私
の
４
人
で
核
を
作

っ
た
。「
レ
ベ
ル
は
違
っ
て
い
て
も
い
い
、

同
世
代
の
人
が
集
う
こ
と
に
価
値
が
あ

る
」
と
各
大
学
の
山
関
係
の
サ
ー
ク
ル

を
訪
ね
、
説
き
続
け
た
。

そ
の
結
果
、
前
述
の
ご
と
く
南
山

（
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
）・
三
重
（
ワ
ン

ゲ
ル
）・
岐
阜
薬
科
（
ス
キ
ー
山
岳
部
）・

岐
阜
（
ワ
ン
ゲ
ル
）・
愛
知
教
育
（
ワ

ン
ゲ
ル
）・
名
古
屋
（
ワ
ン
ゲ
ル
）・
愛

知
学
院
（
山
岳
部
）
の
７
大
学
4５
名
の

若
者
が
集
結
し
、
東
海
学
連
の
再
発
足

と
な
っ
た
。
活
動
も
本
格
的
な
冬
山
か

ら
夏
山
の
縦
走
、
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
視
野
を
置

く
こ
と
に
し
た
。

今
年
度
か
ら
東
海
学
連
を
日
本
山

岳
会
に
団
体
加
盟
さ
せ
た
。
各
大
学
が

個
々
に
加
盟
す
る
と
、
部
員
数
の
少
な

い
大
学
に
は
か
な
り
の
負
担
と
な
る
か

ら
で
あ
る
。
一
つ
の
団
体
加
盟
で
日
本

山
岳
会
に
大
手
を
振
っ
て
諸
行
事
に
参

加
で
き
る
と
い
う
２０
年
前
か
ら
の
私
の

思
い
が
実
現
し
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
そ
の
後
も
参
加
数
が
増

え
、
現
在
で
は
１２
大
学
１
１
６
名
の
組

織
と
な
っ
た
。
会
員
数
の
拡
大
へ
の
対

処
を
ど
う
す
る
か
と
か
、
会
費
の
徴
収

方
法
な
ど
課
題
は
多
い
が
、
ひ
と
つ
づ

つ
ク
リ
ア
し
て
い
き
た
い
。
お
か
げ
で
、

集
会
日
に
は
東
海
支
部
の
ル
ー
ム
に
は

学
生
諸
君
で
溢
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
は

事
実
で
あ
る
。‥

（
つ
づ
く
）

（
東
海
支
部
青
年
部
委
員
長
）

今年 ５ 月、新人歓迎集会も若い会員で支部はルーム一杯になった
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図
書
紹
介

２０１０年５月
山と溪谷社刊
新書判　２１4㌻　
定価　１０００円

齋
藤�
繁
・
著

『
病
気
に
負
け
な
い
健
康
登
山
︱
︱

ド
ク
タ
ー
が
勧
め
る
賢
い
登
山
術
』

　

著
者
は
２
０
１
０
年
５
月
開
催
、

「
第
3０
回
日
本
登
山
医
学
会
」
の
会
長

を
務
め
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
も
出
か
け
る
現

役
医
師
で
あ
る
。

　

本
書
は
現
在
の
登
山
者
の
実
態
と
問

題
点
、
実
際
に
診
療
し
た
ケ
ー
ス
、
山

登
り
の
準
備
等
を
健
康
医
療
の
視
点
か

ら
解
説
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い
る
。

　

１
章
「
健
康
に
よ
い
山
登
り
と
は
」

で
は
、
登
山
を
健
康
増
進
に
生
か
す
た

め
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
、｢

自
分
の

体
を
よ
く
知
る
こ
と｣

「
無
理
は
し
な

い
こ
と｣

｢

で
も
積
極
的
に
取
り
組
む

こ
と｣

の
3
点
に
要
約
し
て
い
る
。
具

体
的
に
、
自
分
は
体
の
ど
こ
に
弱
点
が

あ
る
の
か
、
ど
う
す
れ
ば
弱
点
を
克
服

で
き
る
の
か
を
考
え
、
自
分
の
体
の
弱

点
が
出
に
く
い
歩
き
方
、
活
動
の
仕
方

を
試
行
錯
誤
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
説

い
て
い
る
。
さ
ら
に
パ
ー
テ
ィ
登
山
の

メ
リ
ッ
ト
、
ツ
ア
ー
登
山
の
注
意
点
、

単
独
行
な
ど
、
自
分
に
あ
っ
た
登
山
ス

タ
イ
ル
を
選
択
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

も
触
れ
て
い
る
。

　

２
章
「
遭
難
例
に
学
ぶ
健
康
登
山
の

鍵
」
で
は
、
最
近
の
遭
難
統
計
を
解
説
。

道
迷
い
、
持
病
の
悪
化
、
下
り
で
転
倒

の
事
例
が
多
い
と
い
う
。
特
に
心
臓
や

呼
吸
器
な
ど
循
環
器
系
統
の
発
症
が
多

く
、
自
分
自
身
で
登
山
を
す
る
と
き
の

体
調
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
て
い
る
。
起
床
時
に
何
か
ス

ッ
キ
リ
し
な
い
な
ど
、
健
康
状
態
が
普

段
と
少
し
で
も
違
う
と
き
は
要
注
意
だ
。

　

3
章
「
山
登
り
の
１
日　

健
康
管
理

の
ポ
イ
ン
ト
」
で
は
、
体
調
維
持
に
つ

い
て
説
い
て
い
る
。
体
調
チ
ェ
ッ
ク
の

目
安
、
朝
起
き
て
か
ら
の
ギ
ア
チ
ェ
ン

ジ
、
山
に
登
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

酸
素
が
な
け
れ
ば
登
れ
な
い
、
な
ぜ
休

み
た
く
な
る
の
か
、
休
息
時
間
は
必
要

か
、
い
つ
何
を
食
べ
れ
ば
よ
い
の
か
、

タ
バ
コ
と
酒
は
要
注
意
、
山
で
の
快
眠

の
た
め
に
、
体
に
や
さ
し
い
下
り
方
、

下
山
後
の
体
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
な
ど
詳

細
に
解
説
し
て
い
る
。

　

4
章
「
備
え
て
お
き
た
い
山
で
の
不

調
」
で
は
、
紫
外
線
、
熱
中
症
対
策
、

凍
傷
予
防
、
夏
で
も
起
こ
る
低
体
温
症
、

高
所
障
害
の
基
礎
知
識
・
予
防
と
対
策

に
つ
い
て
例
を
あ
げ
て
い
る
。

　

５
章
「
持
病
の
あ
る
人
の
登
山
」
で

は
、
生
活
習
慣
病
、
肥
満
対
策
、
高
血

圧
、
心
臓
病
、
糖
尿
病
、
呼
吸
器
疾
患
、

腰
・
膝
痛
対
策
、
サ
プ
リ
メ
ン
ト
、
体

か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
よ
う
、

と
具
体
的
な
疾
病
対
策
が
記
さ
れ
て
お

り
、
読
者
に
と
っ
て
有
難
い
忠
告
だ
。

　

コ
ラ
ム
「
知
っ
て
ト
ク
す
る
病
気
の

知
識
」
は
脳
と
脊
髄
、
心
臓
、
肺
、
消

化
管
、
腎
臓
、
肝
臓
、
皮
膚
、
筋
肉
に

つ
い
て
、
詳
し
く
解
説
し
て
い
る
。

　

本
書
は
、
各
人
が
無
理
の
な
い
山
登

り
の
ス
タ
イ
ル
を
学
び
、
自
身
の
体
が

発
す
る
信
号
を
正
し
く
理
解
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
訴
え
て
い
る
。
ど
こ
か
ら

読
ん
で
も
な
る
ほ
ど
と
納
得
し
、
思
い

当
た
る
こ
と
の
あ
る
事
例
も
多
い
。
体

調
に
自
信
の
あ
る
人
、
な
い
人
、
高
所

に
挑
む
登
山
家
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
を
楽

し
む
人
ま
で
、
幅
広
い
人
た
ち
に
ぜ
ひ

と
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

（
南
井
英
弘
）

『
夢
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
黒
澤
明
の

映
画
が
あ
る
。「
こ
ん
な
夢
を
見
た
」

と
い
う
フ
レ
ー
ズ
で
は
じ
ま
り
、
彼
が

見
た
い
く
つ
も
の
夢
が
語
ら
れ
る
。
天

気
雨
の
狐
の
嫁
入
り
、
吹
雪
の
テ
ン
ト

を
襲
う
雪
女
、
ト
ン
ネ
ル
の
奥
か
ら
行

進
し
て
現
わ
れ
る
、
戦
争
で
逝
っ
た
部

下
た
ち
…
…
。
本
書
で
思
い
出
す
の
は
、

そ
の
黒
澤
の
映
画
だ
。

　

山
と
溪
谷
社
で
、
編
集
長
も
含
め
て

１3
年
の
編
集
者
生
活
を
経
て
、
著
者
が

初
め
て
著
わ
し
た
本
だ
が
、
さ
て
本
書

が
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
本
か
を
紹
介
す

勝
峰
富
雄
・
著

『
山
で
見
た
夢
︱
︱
あ
る
山
岳
雑

誌
編
集
者
の
記
憶
』

２０１０年５月
みすず書房刊
四六判　２88㌻
定価　２７3０円
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そ
し
て
昨
年
6
月
9
日
、
東
チ
ベ
ッ

ト
を
舞
台
と
す
る
横
断
山
脈
研
究
会
で

「『
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
伝
』
の
で
き

る
ま
で
」
の
講
演
を
さ
れ
た
。
場
所
は

東
京
・
日
比
谷
、
そ
の
話
を
ま
と
め
、

編
集
を
長
岡
正
利
氏
が
担
当
さ
れ
た
。

横
断
山
脈
研
究
会
の
会
報『
ユ
ン
シ
ス
』

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
１
５
０
点
を
超

え
る
図
版
を
豊
富
に
使
っ
た
そ
の
会

報
・
報
告
は
、私
に
と
っ
て
本
当
に
「
た

め
」
に
な
る
、
お
も
し
ろ
い
内
容
で
あ

っ
た
。

　

話
の
中
心
は
も
ち
ろ
ん
、
ヤ
ン
グ
ハ

ズ
バ
ン
ド
で
は
あ
る
が
、
同
時
代
の
中

央
ア
ジ
ア
、
チ
ベ
ッ
ト
の
探
検
家
が
多

数
登
場
し
て
く
る
。
そ
れ
を
博
学
な
金

子
さ
ん
は
文
献
・
資
料
を
も
と
に
、
本

の
書
影
、
登
場
人
物
の
写
真
を
使
っ
て
、

次
つ
ぎ
に
ウ
ラ
話
を
説
明
、
披
露
さ
れ

る
。
ヘ
デ
ィ
ン
、
ス
タ
イ
ン
、
ベ
イ
リ

ー
、
バ
ウ
ア
ー
な
ど
な
ど
。
ヒ
マ
ラ
ヤ

登
山
で
は
ブ
ル
ー
ス
、
マ
ロ
リ
ー
、
ス

マ
イ
ス
、
シ
プ
ト
ン
な
ど
、
日
本
人
で

は
河
口
慧
海
、
福
島
安
正
、
日
野
強
、

能
海
寛
、
寺
元
婉
雅
、
橘
瑞
超
、
大
谷

光
瑞
な
ど
が
語
ら
れ
る
。

　

以
上
の
話
の
あ
と
に
、「
追
補
」
と

し
て
『
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
伝
』
に
関

わ
る
い
く
つ
か
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
加
え

ら
れ
て
い
る
。
小
説
『
キ
ム
』
の
キ
プ

る
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
。

　

Ⅱ
「
山
嶺
を
越
え
て
」
や
Ⅲ
「
溪
、

そ
し
て
秘
境
へ
」
の
章
で
は
、
分
け
入

っ
た
山
や
沢
が
語
ら
れ
、
山
行
記
と
し

て
読
む
こ
と
も
で
き
る
が
、
ど
ん
な
ル

ー
ト
を
ど
う
歩
い
た
か
の
記
述
は
ほ
と

ん
ど
な
い
。
Ⅰ
「
輪
郭
な
き
起
伏
」
や
、

Ⅴ
「
シ
ョ
ー
ト
・
ソ
ン
グ
ス
」、
Ⅵ
「
頂

の
な
い
山
」
は
エ
ッ
セ
イ
と
い
え
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
架
空
の
「
小
説
」
も

含
ま
れ
て
い
る
ら
し
い
。
Ⅳ
「
人
影
の

残
像
」
は
人
物
ル
ポ
に
近
い
。
そ
う
、

「
山
行
記
」「
エ
ッ
セ
イ
」「
人
物
ル
ポ
」

の
ど
れ
で
も
あ
る
が
、
ど
れ
か
で
は
け

っ
し
て
な
い
。
ジ
ャ
ン
ル
を
固
定
さ
れ

る
こ
と
を
著
者
は
拒
ん
で
い
る
か
の
よ

う
だ
。

　

高
校
生
の
頃
か
ら「
山
」と
関
わ
り
つ

づ
け
て
き
た
著
者
が
、
山
の
風
や
渓
の

水
に
さ
ら
し
純
化
さ
せ
た
「
山
」
に
対

す
る
想
念
を
、時
間
や
空
間
、「
虚
と
実
」

に
縛
ら
れ
ず
に
自
由
に
解
き
放
っ
た
の

が
本
書
だ
。
そ
の
想
念
を
著
者
は「
夢
」

と
表
現
し
、「
記
憶
」と
名
づ
け
た
の
だ
。

　

本
書
で
強
く
感
じ
ら
れ
る
の
は
、
著

者
の
芸
術
一
般
に
対
す
る
傾
倒
だ
ろ
う
。

著
者
略
歴
の「
興
味
を
受
け
て
き
た
人
」

の
項
に
、
辻
ま
こ
と
、
坂
口
安
吾
の
名

前
が
あ
る
の
は
「
な
る
ほ
ど
」
と
理
解

で
き
る
が
、
森
山
大
道
（
写
真
家
）、

鈴
木
清
順
（
映
画
監
督
）
と
続
く
と
、

「
え
っ
」
と
思
わ
さ
れ
る
。
ま
し
て
や

若
冲
、
蕭
泊
の
名
前
に
は
「
だ
れ
？
」

と
い
う
人
の
方
が
多
い
だ
ろ
う
。
伊
藤

若
冲
と
長
谷
川
蕭
泊
、
二
人
は
江
戸
時

代
の「
奇
想
の
絵
師
」で
、
評
価
さ
れ
た

の
も
近
年
に
な
っ
て
か
ら
だ
。
そ
う
い

え
ば
、与
謝
蕪
村
が
銀
箔
に
描
い
た「
山

水
図
屏
風
」が『
山
と
溪
谷
』誌
に
掲
載

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
意
外
に
思
っ
た
が
、

著
者
の
企
画
と
知
っ
て
納
得
し
た
。

　

常
に
黒
子
で
あ
り
続
け
る
山
岳
雑
誌

の
編
集
者
か
ら
、
写
真
や
文
章
で
自
分

を
語
る
表
現
者
と
し
て
一
歩
を
踏
み
だ

し
た
著
者
が
、
次
に
見
る
夢
は
ど
ん
な

夢
だ
ろ
う
か
。‥

（
三
好
ま
き
子
）

　

２
０
０
８
年
１１
月
、
金
子
さ
ん
は
白

水
社
か
ら
浩
瀚
な
研
究
書
、
５
０
０
㌻

を
超
え
る
『
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド
伝
』

を
公
刊
さ
れ
た
。
そ
の
評
伝
は
ま
だ
記

憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

The�A
lpine�C

lub

・
発
行

『The�A
lpine�Journal�2009

』

２００9年
A５変形　4２１㌻
価格　英国内￡２6

リ
ン
グ
の
こ
と
、
マ
カ
ー
ト
ニ
、
バ
ウ

ア
ー
、
ロ
バ
ー
ト
・
シ
ョ
ー
、
ロ
ー
ド
・

ロ
バ
ー
ツ
将
軍
と
マ
ー
ク
・
ベ
ル
大
佐
、

シ
ョ
ム
バ
ー
グ
、
ネ
イ
・
エ
リ
ア
ス
、

オ
ー
ウ
ェ
ン
・
ラ
テ
ィ
モ
ア
で
あ
る
。

多
分
に
情
報
収
集
や
政
治
が
ら
み
の
、

生
臭
い
話
で
あ
る
。

　

金
子
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
は
ま
だ
多
数

の
文
献
や
資
料
が
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思

う
と
、
こ
の
先
、
そ
こ
か
ら
ど
ん
な
成

果
、
労
作
が
生
ま
れ
て
く
る
か
、
と
期

待
す
る
と
こ
ろ
大
な
る
も
の
が
あ
る
。

　

な
お
、
会
報
『
ユ
ン
シ
ス
』
第
０
１

２
号
の
残
部
が
3０
部
ほ
ど
あ
り
、
送
料

込
み
１
２
０
０
円
で
頒
価
す
る
と
の
こ

と
。
希
望
の
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
申
込
先　

〒
１
５
6―

0
0
4
3 　

東
京
都
世
田
谷
区
松
原
6―

3―

２１　

中
村
保

＆

０
３―

３
３
２
５―

３

６
１
２
）‥

（
薬
師
義
美
）

２０１０年8月
横断山脈研究会刊‥
Ｂ５判　48㌻

横
断
山
脈
研
究
会
・
刊

『
ユ
ン
シ
ス
』

　

英
国
山
岳
会
の
機
関
誌
で
あ
る
。
目

次
は
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
、
山
旅
、
ア
ル
プ
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ス
、
踏
査
、
論
評
、
科
学
、
芸
術
、
歴

史
、
地
域
情
報
、
エ
ベ
レ
ス
ト
基
金
、

書
評
、
追
悼
な
ど
と
例
年
に
な
く
細
分

化
さ
れ
て
い
る
。

　

ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
ト
ッ
プ
記
事
は
、

M
ick‥F

ow
ler

に
よ
る
ガ
ル
ワ
ル･

ヒ

マ
ラ
ヤ
のV

asuki‥P
arbat(

６
７
９
２

㍍)

西
面
、
何
日
も
壁
と
苦
闘
し
な
が

ら
の
初
登
攀
ね
ら
い
。
4
番
目
は

S
im

on‥Y
ates

の
ユ
ー
コ
ン
と
ア
ラ
ス

カ
国
境
に
あ
るM

t.V
ancouver

南
峰

西
南
リ
ッ
ジ
の
ア
ル
パ
イ
ン
・
ス
タ
イ

ル
に
よ
る
初
登
攀
な
ど
。

　

そ
し
て
、
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
２
０
０
９

受
賞
の
「
サ
ム
ラ
イ
・
ダ
イ
レ
ク
ト
（
平

出
和
也･

谷
口
ケ
イ
）
カ
メ
ッ
ト
南
東

面
」、「
ブ
シ
ド
ウ
（
佐
藤
裕
介
）
カ
ラ

ン
カ
北
面
」
や
、
同
賞
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト

さ
れ
た
ほ
か
の
4
つ
の
登
山
「
パ
チ
ン

コ
・
オ
ン
・
デ
ナ
リ
（
横
山
勝
丘
）」

な
ど
日
本
の
若
者
達
の
活
躍
ぶ
り
は
嬉

し
い
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

　

登
攀
倫
理
論
と
し
て
、
商
業
登
山
の

ゴ
ミ
残
置
等
環
境
問
題
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
ま
た
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
式
典
の
閉

会
式
で
英
国
山
岳
会
が
第
１
回

「S
pirit‥of‥M

ountaineering

」
賞

を
ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
で
遭
難
し
た
ス
ペ
イ

ン
隊
救
助
に
献
身
し
た
外
国
隊
の
6
人

に
授
与
し
た
。

　

山
旅
の
冒
頭
は
、
中
村
保
氏
の

「T
ravels‥B

eneath‥B
lue‥S

kies

」で
、

東
南
チ
ベ
ッ
ト
の
鋭
鋒
の
写
真
や
地
図
、

民
族
写
真
が
目
を
引
く
。
ま
た
ア
マ
・

ダ
ブ
ラ
ム
登
頂
後
、
エ
ベ
レ
ス
ト
Ｂ
Ｃ

か
ら
カ
ト
マ
ン
ズ
ま
で
３
０
２
㌔
の
ラ

ン
ニ
ン
グ
記
録
に
挑
ん
だ
3
人
の
英
国

人
の
記
録
も
お
も
し
ろ
い
。

　

ア
ル
プ
ス
「W

ho‥C
ares‥A

bout‥
T
he‥P

layground‥of‥E
urope?

」で
は
、

ア
ル
プ
ス
を
含
む
8
カ
国
の
国
際
条
約

で
あ
るT

he‥A
lpine‥C

onvention

の

「S
uperA

lp!3

」（
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
ボ

ベ
ッ
ク
か
ら
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
の
イ
タ
リ

ア
側
ま
で
）
を
通
し
て
ア
ル
プ
ス
の
現

状
を
観
察
し
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ル
プ

ス
を
旅
し
、
ア
ル
プ
ス
に
生
き
、
ア
ル

プ
ス
に
関
心
を
持
つ
多
く
の
人
々
か
ら

の
意
見
を
反
映
し
た
「A

lpine‥public‥
opinion

」
を
作
り
上
げ
た
い
と
結
ん

で
い
る.

　

踏
査
「S

ublim
e‥S

ikkim

」
に
は
、

多
く
の
魅
力
的
な
鋭
鋒
と
未
踏
峰
が
残

る
シ
ッ
キ
ム
の
現
地
情
報
、
入
山
規
則
、

政
府
や
山
岳
会
の
連
絡
先
も
記
さ
れ
て

い
て
重
宝
だ
。
な
か
で
も「C

ordillera‥
H
uaytapallana,‥P

eru

」
は
写
真
や

地
図
で
入
山
路
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
4０
～
５０
の
氷
雪
や
岩
の
未
踏
峰
が

残
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

科
学
「M

easuring‥Intracranial‥
P
ressure‥in‥T

he‥H
im

alaya

」
は
、

高
山
病
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
高
所
で
の
デ

ー
タ
の
取
り
方
、
一
覧
表
の
見
方
な
ど

高
所
登
山
を
す
る
人
に
は
必
見
だ
。

　

歴
史
「1

0
0
‥Y

ears‥of‥T
h
e‥

O
U
M

C

」
で
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
山
岳
部
を
紹
介
し
て
い
る
。

１
８
７
６
年
に
創
設
さ
れ
、
１
９
２
４

年
に
は
女
子
山
岳
部
も
発
足
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
衰
退
す
る
日
本
の
大
学

山
岳
部
の
活
性
化
に
役
立
つ
だ
ろ
う
。

　

地
域
情
報
は
、‥

本
誌
が
最
も
力
を
入

れ
て
い
る
世
界
の
最
新
登
山
情
報
だ
。

ア
ル
プ
ス
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
、
冬
の

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
、
モ
ロ
ッ
コ
、
イ
ン

ド
、
ネ
パ
ー
ル
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
中
国

と
チ
ベ
ッ
ト
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ン
ド
、
コ

ル
デ
ィ
エ
ラ
・
ブ
ラ
ン
カ
、
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
・
ア
ン
デ
ス
の
初
登
頂
、
初
登
攀

情
報
等
が
6５
㌻
に
わ
た
り
び
っ
し
り
と

詰
ま
っ
て
い
る
。‥

（
南
井
英
弘
）

図書受入報告（2010 年 8 月）

著　者　者者 書　　　名 ����　���　　　名 ����　���名 ����　��� 出版元 刊行年 寄贈�購入別

三鍋久雄‥ 萬葉集‥‥歌の山旅 554p ／ 31cm 桂書房 2010 著者寄贈

高澤光雄（編著） 北海道の山に貢献された日本山岳会の先輩たち 55p ／ 21cm 日本山岳会北海道支部 2010 発行者寄贈

近畿大学薬学部山岳部（編） 近畿大学薬学部山岳部５０年史 90p ／ 26cm 近畿大学薬学部山岳部 2009 発行者寄贈

全日本山岳写真協会（編）山稜‥2010――全日本山岳写真展作品集（撮影地図付） 210p ／ 22cm 全日本山岳写真協会 2010 清水正己氏寄贈

上
高
地
山
研
の
年
末
年
始
オ
ー
プ

ン
に
つ
い
て

山
研
運
営
委
員
会

　

今
年
も
、
山
研
を
臨
時
に
、
２２

年
１２
月
２6
日
か
ら
２3
年
１
月
4
日

ま
で
、
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
詳
細
は

１０
月
号
で
案
内
し
ま
す
。
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インフォメーション

◆
連
続
講
演
会　

語
り
継
ぐ
日
本
山
岳

会
の
歴
史　

歴
代
会
長
「
あ
の
頃
、
そ

し
て
未
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
を
語
る

資
料
映
像
委
員
会

　

連
続
講
演
会
第
３
回
は
、１9
代
会
長
・

齋
藤
惇
生
氏
を
迎
え
、
往
時
の
お
話
な

ど
を
映
像
・
音
声
に
収
録
し
ま
す
。

　

齋
藤
氏
は
、
１
９
９
７
年
５
月
よ
り

99
年
５
月
ま
で
の
一
期
２
年
を
会
長
と

し
て
務
め
ら
れ
ま
し
た
。
在
任
中
、
東

海
支
部
Ｋ
２
学
術
登
山
隊
が
西
稜
か
ら

Ｋ
２
へ
、
青
年
部
が
無
酸
素
で
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
北
面
よ
り
登
頂
し
ま
し

た
。
ま
た
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を
制

定
す
る
な
ど
、
山
岳
文
化
の
面
で
も
功

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

日
時　

１１
月
6
日
㈯
１５
時
よ
り　

場
所　

山
岳
会
集
会
室
・
先
着
4０
名

問
合　

‥

奈
良
千
佐
子
（

０
３―

３
４

０
２―

６
０
１
４

m
t.chisako@

m
bc.nifty.com

)

◆
山
岳
遭
難
防
止
セ
ミ
ナ
ー
「
山
岳
救

助
現
場
の
実
際
」

指
導
委
員
会

　

今
年
も
長
野
県
警
山
岳
救
助
隊
員
を

招
い
て
、
遭
難
救
助
の
話
を
伺
い
ま
す
。

日
時　

１０
月
１3
日
㈬
１8
時
3０
分
～
２０
時

3０
分

場
所　

東
京
体
育
館
第
１
会
議
室
（
定

員
１
０
０
名
）

対
象　

一
般
登
山
愛
好
家

参
加
費　

無
料

申
込
方
法
（
メ
ー
ル
の
み
）

jac-sem
inar2@

everest.jp

＊
氏
名
・
年
齢
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
・

電
話
番
号
・
会
員
の
方
は
会
員
番
号
を

お
知
ら
せ
下
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
ら
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
第
20
回
山
を
語
る

メ
ス
ナ
ー
兄
弟
の
ナ
ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー

ト
横
断
を
め
ぐ
っ
て 

図
書
委
員
会

１
９
７
０
年
、
メ
ス
ナ
ー
兄
弟
は
ナ

ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
を
ル
パ
ー
ル
側
か

ら
横
断
、
デ
ィ
ア
ミ
ー
ル
側
の
裾
で
弟

の
ギ
ュ
ン
タ
ー
が
消
息
を
絶
っ
た
。
こ

の
栄
光
と
悲
劇
が
交
錯
す
る
行
為
を
め

ぐ
り
、
隊
長
ヘ
ル
リ
ヒ
コ
ッ
フ
ァ
ー
と

メ
ス
ナ
ー
の
間
で
係
争
が
あ
り
、
論
争

は
２１
世
紀
に
入
っ
て
再
燃
。
こ
の
悲
劇

を
メ
ス
ナ
ー
自
身
が
語
る
『
裸
の
山
ナ

ン
ガ
・
パ
ル
バ
ー
ト
』（
山
と
溪
谷
社
）

の
刊
行
を
機
に
、
訳
者
の
平
井
吉
夫
氏

が
「
騒
動
」
の
経
過
を
語
る
。

日
時　

１０
月
２２
日
㈮
１8
時
3０
分
よ
り

場
所　

日
本
山
岳
会
１
０
４
号
室

問
合　

三
好
ま
き
子
（

０
９
０-

８

０
１
９-

８
６
０
１

344m
m
@

m
be.nifty.com

）

◆
「
登
山
の
医
学
」
講
演
会

千
葉
支
部（
千
葉
市
教
育
委
員
会
後
援
）

　

安
全
で
楽
し
い
登
山
の
た
め
に
必
要

な
医
学
知
識
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
申
込
不
要
、
入
場
無
料
。

日
時　

１０
月
２4
日
㈰
１4
時
～
１５
時
3０
分

講
師　

増
山
茂
氏
（
前
了
徳
寺
大
学
学

長
）

演
題　
「
楽
し
い
登
山
に
落
と
し
穴

は
？
」

場
所　

京
葉
銀
行
文
化
プ
ラ
ザ
6
階

「
欅
」（

０
４
３―

２
０
２―

０
８
０
０
）

定
員　

１
４
０
名

問
合　

津
田
麗
子
（

０
４
３―

２
７

３―

３
７
２
２　

０
４
３―

２
７
５―

１
４
６
３

reikoseiko@
gm

ail.com

）

◆
第
28
回
図
書
交
換
会
の
出
品
図
書
募

集
に
つ
い
て 

図
書
委
員
会

　

図
書
交
換
会
を
本
年
度
も
開
催
し
ま

す
。
本
棚
に
眠
っ
て
い
る
山
岳
書
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

出
品
図
書
は
１０
月
末
日
ま
で
に
、
氏

名
、
会
員
番
号
を
明
記
し
て
「
日
本
山

岳
会
・
図
書
委
員
会
」
宛
に
お
送
り
く

だ
さ
い
。
来
年
3
月
に
開
催
す
る
図
書

交
換
会
で
希
望
者
に
頒
布
し
ま
す
。
頒

布
価
格
は
図
書
委
員
会
に
一
任
い
た
だ

き
ま
す
が
、
特
に
希
望
が
あ
る
場
合
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
雑
誌
類
は
原
則
と

し
て
お
断
わ
り
し
ま
す
。

　

な
お
、
図
書
交
換
会
で
頒
布
が
成
立

し
た
場
合
は
、
価
格
の
8０
㌫
を
出
品
者

に
お
返
し
し
ま
す
。

問
合　

三
好
ま
き
子
（

０
９
０―

８

０
１
９―

８
６
０
１

344m
m
@

m
be.nifty.com

）

◆
講
演
会
の
お
知
ら
せ

 

緑
爽
会

「
地
平
線
会
議
」
な
ど
の
活
動
で
知
ら

れ
る
江
本
嘉
伸
会
員
を
お
招
き
し
て
、

「
日
本
人
・
挑
戦
の
変
貌―

―

伊
犂
紀

行
か
ら
グ
レ
ー
ト
ジ
ャ
ー
ニ
ー
ま
で
」

の
お
話
を
う
か
が
い
ま
す
。

日
時　

１０
月
１２
日
㈫
１8
時
3０
分
～

場
所　

日
本
山
岳
会
１
０
４
号
室

定
員　

4０
名
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申
込　

松
本
恒
廣
（

＆

０
３―

３

３
２
６―

２
８
９
２
）

◆
「
二
人
展
」
の
ご
案
内

　

平
松
久
美
夫
と
中
村
光
吉
両
氏
に
よ

る
、
富
士
の
絵
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
写
真
展

を
開
催
い
た
し
ま
す
。
平
松
氏
は
ヒ
マ

ラ
ヤ
山
麓
約
１
０
０
０
㌔
を
、
数
年
か

け
て
歩
い
て
き
ま
し
た
。

期
間　

１０
月
１
日
～
７
日
（
１１
時
3０
分

～
１9
時
、
最
終
日
は
１７
時
）

場
所　

元
麻
布
ギ
ャ
ラ
リ
ー‥

（

０
３

―

３
７
９
６―

５
５
６
４‥

、地
下

鉄
麻
布
十
番
よ
り
徒
歩
５
分
）

問
合　

中
村
光
吉
（

０
９
０―

５
３

３
９―

６
２
３
８
）

8
月
の
理
事
会
は
、
夏
休
み
の
た
め

休
会
で
し
た
。

海外登山クロニクルの催し
日本人エベレスト初登頂から40周年、また日本山岳協会創立50周年を記念して、日本山岳会海外委員

会と日本山岳協会国際部、毎日新聞社との共催で今年₄月より「海外登山クロニクル」を開催しています。
1970年エベレスト登山隊の回想録とも言える「ザ・エベレスト・デー」、故植村直己さんを特集した「ザ・

ウエムラ・デー」、先鋭的登山と冒険にその心を寄せる若者たちに焦点をあてた「ザ・エクスペディシ
ョン・デー」と、₉月まで₃回のイベントを開催致しましたが、各回とも多くの参加者にご来場いただ
いています。　

次回（12月）は、第₄回として「ザ・ヒマラヤ・デー」を開催致します。1950年代の京都大学学士山
岳会のヒマラヤ登山から続く、先達たちのヒマラヤに向けた熱い想いを語っていただきます。

また、最終回となる第₅回は「ザ・ドキュメント・デー」として、過去から現在までのヒマラヤ登山を映
像でご覧頂きます。
（「ザ・ドキュメント・デー」の内容等については、現在準備中です。）
参加問合せは、メールにて下記へお願いします。
海外委員会委員長・井本　 Imoto@himalaya-kanko.co.jp

エベレスト登頂40周年記念トレッキング
日本人エベレスト登頂から40周年を記念して、ネパールヒマラヤのトレッキングと、カトマンズにて、ネパール山岳関

係者との交流・親睦を深める記念パーティ、1970年当時の登山隊員である神崎忠男（当会副会長）の記念講演も開催します。

トレッキングコースのご紹介
①　エベレスト展望と4000メートル峰登頂１２日間　参加費：4２５,０００円
②　“ホテルエベレストビュー”と「ポカラ」を訪れる１２日間（神崎忠男氏同行）　参加費：4７５,０００円
③　ヒマラヤ山脈8０００メートル峰₉座展望とハイキング１０日間　参加費：398,０００円
④　エベレスト・カラパタール登頂２０日間　参加費:48２,０００円
⑤　最速カラパタール登頂１５日　参加費：668,０００円

参加申込み・問合せは、各ツアー取扱会社へ電話かファックスにて
旅行企画・実施：ツアー番号③・④：アルパイン・ツアーサービス（株） ０３-３５０３-１９１１　 ０３-３５０８-２５２９

ツアー番号⑤：（株）ウェック・トレック　 ０３-３４３７-８８４８　 ０３-３４３７-８８４９
ツアー番号①・②：ヒマラヤ観光開発（株） ０３-３５７４-９２９２　 ０３-３５７４-６９５７　

イベントタイトル 日時・会場 内容・プログラム
ザ・ヒマラヤ・デー
The‥Himalaya‥Day

2010 年 12 月 5 日（日）
(13：30 − 17：00)
国立オリンピック記念
青少年総合センター

トークショー
₁．1950 年代京大学士山岳会　平井一正
₂．1980 年　山学同志会　大宮求
₃．1995 年　JAC マカルー東稜　重葊恒夫
₄．2006 年　ローツェ冬季南壁　田辺治
₅．女性登山家　出演者交渉中
₆．‥総論　池田常道（資料代として会費 500 円）

ザ・ドキュメント・デー
The‥Document‥Day

2011 年 1 月 16 日（日）
(₉：00 − 19：00)

（会場未定）

山岳ドキュメンタリー　アーカイブ映画上映
₁．ナンダコット登山隊の記録
₂．マナスルに立つ
₃．‥白き氷河の果てに　他‥

（資料代として会費 500 円）

＊上記は予定であり、内容は事前のお断りなく変更させていただく場合があります。

海外委員会




